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はじめに

対象読者 
このガイドは、Catalyst 3750 スイッチのインストールを担当するネットワーキング技術者またはコン

ピュータ技術者向けです。このマニュアルを使用するには、イーサネットと LAN の概念および用語に

ついての知識が必要です。

目的
このガイドでは、Catalyst 3750 ファミリのスイッチのハードウェア機能について説明します。各ス

イッチの物理特性およびパフォーマンス特性を紹介するとともに、スイッチの設置方法およびトラブル

シューティングについて説明します。

このマニュアルには、表示されるシステム メッセージの説明およびスイッチの設定手順は記載されて

いません。これらの詳細は、スイッチのソフトウェア コンフィギュレーション ガイド、スイッチのコ

マンド リファレンス、およびスイッチのシステム メッセージ ガイドを参照してください。これらのマ

ニュアルは、Cisco.com の Product Documentation ホームページから入手できます。標準の Cisco IOS 
Release 12.1 または 12.2 のコマンドについては、Cisco.com ホーム ページから [Support] > 
[Documentation] > [Product and Support Documentation/Cisco IOS Software] を選択し、Cisco IOS マ
ニュアル セットを参照してください。

表記法
このマニュアルでは、注釈、注意、および警告に次の表記法および記号を使用しています。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま

す。
vii
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はじめに
この製品に関する安全上の警告は、複数の言語に翻訳され、『Regulatory Compliance and Safety 
Information for the Catalyst 3750 Switch Guide』に収録されています。このガイドには、EMC 規制事

項も記載されています。

関連資料
以下の資料にはスイッチに関する詳細情報が説明されており、Cisco.com の次のサイトから入手するこ

とができます。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps5023/tsd_products_support_series_home.html

• 『Catalyst 3750 Switch Getting Started Guide』

• 『Catalyst 3750G Integrated Wireless LAN Controller Getting Started Guide』

• 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Catalyst 3750 Switch』

• 『Release Notes for the Catalyst 3750 Switch』

• 『Release Notes for the Catalyst 3750G Integrated Wireless LAN Controller Switch』

（注） スイッチの設置、設定、またはアップグレードを行う前に、Cisco.com で提供されているリリース 
ノートで最新情報を確認してください。

• 『Catalyst 3750 Switch Software Configuration Guide』

• 『Catalyst 3750 Switch Command Reference』

• 『Catalyst 3750, 3560, 3550, 2970, and 2960 Switch System Message Guide』

• デバイス マネージャのオンライン ヘルプ（スイッチで利用可能）

• 『Cisco RPS 2300 Redundant Power System Hardware Installation Guide』

• 『Cisco RPS 675 Redundant Power System Hardware Installation Guide』

• 『Getting Started with Cisco Network Assistant』

• 『Cisco Small Form-Factor Pluggable Modules Installation Notes』

警告 安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱
い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ
い。警告の各国語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器
に付属している各国語で記述された安全上の警告を参照してください。ステートメント 
1071

これらの注意事項を保管しておいてください。
viii
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はじめに
これらの互換性マトリクス ドキュメントは、Cisco.com の次のページで入手可能です。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/modules/ps5455/products_device_support_tables_list.html

• 『Cisco Gigabit Ethernet Transceiver Modules Compatibility Matrix』

• 『Cisco 100-Megabit Ethernet SFP Modules Compatibility Matrix』

• 『Cisco CWDM SFP Transceiver Compatibility Matrix』

• 『Cisco Small Form-Factor Pluggable Modules Compatibility Matrix』

• 『Compatibility Matrix for 1000BASE-T Small Form-Factor Pluggable Modules』

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、マニュアルに関するフィードバックの提供、セキュリ

ティ ガイドライン、および推奨エイリアスや一般的なシスコのマニュアルについては、次の URL で、

毎月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お

よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
ix
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C H A P T E R 1

製品概要

Catalyst 3750 ファミリのスイッチ（以降ではスイッチと呼びます）は、Cisco IP Phone、Cisco 
Wireless Access Points ワークスペース、およびその他のネットワーク装置（サーバ、ルータ、その他

のスイッチなど）を接続できるスタック可能なイーサネット スイッチです。この章では、Catalyst 
3750 スイッチ モジュールの機能の概要について説明します。次のトピックについて説明します。

• 「機能」（P.1-1）

• 「前面パネルの説明」（P.1-3）

• 「背面パネルの説明」（P.1-22）

• 「管理オプション」（P.1-27）

機能
スイッチはバックボーン スイッチとして導入し、他のネットワーク装置の 10BASE-T、

100BASE-TX、および 1000BASE-T イーサネット トラフィックを集約できます。ネットワークにス

イッチを導入する方法の例については、スイッチ ソフトウェア コンフィギュレーション ガイドを参照

してください。

図 1-3 ～図 1-15 は Catalyst 3750 スイッチを示します。

スイッチの機能は次のとおりです。

• ファスト イーサネットの構成

– Catalyst 3750-24FS スイッチ：24 100BASE-FX ポートと 2 個の Small Form-factor Pluggable
（SFP）モジュール スロット

– Catalyst 3750-24TS スイッチ：24 10/100 イーサネット ポートと 2 個の SFP モジュール ス
ロット

– Catalyst 3750-48TS スイッチ：48 10/100 イーサネット ポートと 4 個の SFP モジュール ス
ロット

– Catalyst 3750-24PS スイッチ：24 10/100 Power over Ethernet（PoE; パワー オーバー イーサ

ネット）ポートと 2 個の SFP モジュール スロット

– Catalyst 3750-48PS スイッチ：48 10/100 PoE ポートと 4 個の SFP モジュール スロット

– Catalyst 3750V2-24FS スイッチ：24 個の SFP モジュール スロット（ダウンリンク）と 2 個の 
SFP モジュール スロット（アップリンク）

– Catalyst 3750V2-24TS スイッチ：24 10/100 イーサネット ポートと 2 個の SFP モジュール ス
ロット
1-1
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機能
– Catalyst 3750V2-48TS スイッチ：48 10/100 イーサネット ポートと 4 個の SFP モジュール ス
ロット

– Catalyst 3750V2-24PS スイッチ：24 10/100 PoE ポートと 2 個の SFP モジュール スロット

– Catalyst 3750V2-48PS スイッチ：48 10/100 PoE ポートと 4 個の SFP モジュール スロット

• ギガビット イーサネットの構成 

– Catalyst 3750G-12S スイッチ：12 個の SFP モジュール スロット

– Catalyst 3750G-12S-SD スイッチ：12 個の SFP モジュール スロット

– Catalyst 3750G-24T スイッチ：24 個の 10/100/1000 イーサネット ポート 

– Catalyst 3750G-24TS スイッチ：1.5 Rack Unit（RU; ラック ユニット）、24 個の 10/100/1000 
イーサネット ポートおよび 4 個の SFP モジュール スロット

– Catalyst 3750G-24TS-1U スイッチ：1 個の RU、24 個の 10/100/1000 イーサネット ポート、

および 4 個の SFP モジュール スロット

– Catalyst 3750G-48TS スイッチ：48 個の 10/100/1000 イーサネット ポート、および 4 個の 
SFP モジュール スロット

– Catalyst 3750G-24PS スイッチ：24 個の 10/100/1000 PoE ポート、および 4 個の SFP モ
ジュール スロット

– Catalyst 3750G-48PS スイッチ：48 個の 10/100/1000 PoE ポート、および 4 個の SFP モ
ジュール スロット

– Catalyst 3750G-24WS-S25 スイッチ：24 個の 10/100/1000 PoE ポート、2 個の SFP モジュー

ル スロット、および統合 Cisco ワイヤレス LAN コントローラ（最大 25 の Cisco Lightweight 
Access Point をサポート）

– Catalyst 3750G-24WS-S50 スイッチ：24 個の 10/100/1000 PoE ポート、2 個の SFP モジュー

ル スロット、および統合 Cisco ワイヤレス LAN コントローラ（最大 50 の Cisco Lightweight 
Access Point をサポート）

• 10 ギガビット イーサネットの構成

– Catalyst 3750G-16TD スイッチ：16 個の 10/100/1000 イーサネット ポート、および 1 個の 10 
ギガビット イーサネット XENPAK モジュール スロット

（注） 10 ギガビット イーサネット XENPAK モジュールは、ソフトウェア マニュアルでは 10 ギ
ガビット イーサネット モジュール ポートとも記載されています。

• スイッチがサポートする SFP モジュールは次のとおりです。

– 100BASE-FX Multimode Fiber（MMF; マルチモード ファイバ）

– 1000BASE-BX 

– 1000BASE-LX 

– 1000BASE-SX 

– 1000BASE-ZX

– 1000BASE-T

– Coarse Wavelength-division Multiplexing（CWDM; 低密度波長分割多重方式）

（注） 1000BASE-T SFP モジュールを Catalyst 3750 スイッチに取り付ける場合、全二重モードでは 
10、100、または 1000 Mb/s、半二重モードでは 10 または 100 Mb/s で動作します。
1-2
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前面パネルの説明
• Catalyst 3750G-16TD スイッチがサポートする XENPAK モジュールのリストについては、表 B-2
（P.B-4）を参照してください。

• 設定

– 10/100 ポートの場合、速度とデュプレックス設定は自動ネゴシエートされます

– 10/100/1000 ポートの場合、速度は自動ネゴシエートされ、全二重モードのみがサポートされ

ます

（注） 速度が 10 または 100 Mb/s に設定されている場合は、ギガビット イーサネット インター

フェイス上のデュプレックス モードを半二重、全二重、自動ネゴシエーションのいずれか

に設定できます。インターフェイスの速度が 1000  Mb/s の場合は、ギガビット イーサネッ

ト インターフェイス上で半二重モードに設定できません。

• Catalyst 3750 スイッチはスタック構成をサポートします。StackWise ポートをケーブル接続する

ことで、最大 9 台のスイッチをスタックできます。StackWise ポートはユーザ構成できません。

• スイッチはホットスワップ可能です。

• AC 入力を処理し、バックアップ DC 電源出力を Catalyst 3750 に供給するオプションの Cisco RPS 
2300 または Cisco RPS 675 Redundant Power System（RPS：冗長電源システム）の接続。

Catalyst 3750G-12S-SD スイッチは RPS をサポートしません。

前面パネルの説明
ここでは、ファスト イーサネットおよびギガビット イーサネット スイッチについて説明します。

• 「ファスト イーサネット スイッチ」（P.1-3）

• 「ギガビット イーサネット スイッチ」（P.1-7）

• 「10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート」（P.1-11）

• 「SFP モジュール スロット」（P.1-13）

• 「XENPAK モジュール スロット（Catalyst 3750G-16TD スイッチ）」（P.1-14）

• 「LED」（P.1-14）

ファスト イーサネット スイッチ

Catalyst 3750-24FS および 3750V2-24FS スイッチの前面パネル

Catalyst 3750-24FS スイッチの 100BASE-FX ポートの番号は 1 ～ 24 です（図 1-1 を参照）。SFP モ
ジュール スロットの番号は 1（左）および 2（右）です。
1-3
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前面パネルの説明
図 1-1 Catalyst 3750-24FS スイッチ

Catalyst 3750V2-24FS スイッチのダウンリンク SFP モジュール スロットの番号は 1 ～ 24 です。ス

ロットは 2 つ 1 組のペアでグループ分けされています。図 1-2 に示すように、ペアの最初のメンバ（ス

ロット 1）が、2 つ目のメンバ（スロット 2）の上にあります。

（注） Catalyst 3750V2-24FS スイッチは、ダウンリンク SFP モジュール スロットに限り 100BASE-FX 
Multimode Fiber（MMF; マルチモード ファイバ）SFP をサポートします。

アップリンク SFP モジュール スロットの番号は 1（左）および 2（右）です。

図 1-2 Catalyst 3750V2-24FS スイッチ

1 100BASE-FX ポー

ト
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前面パネルの説明
Catalyst 3750-24TS および 3750V2-24TS スイッチの前面パネル

スイッチの 10/100 ポートの番号は 1 ～ 24 です。ポートは 2 つ 1 組のペアでグループ分けされていま

す。図 1-3 に示すように、ペアの最初のメンバ（ポート 1）が、2 つ目のメンバ（ポート 2）の上にあ

ります。ポート 3 はポート 4 の上にあります。他のペアも同様です。SFP モジュール スロットの番号

は 1（左）および 2（右）です。

図 1-3 Catalyst 3750-24TS および 3750V2-24TS スイッチ

1 10/100 ポート 2 SFP モジュール ス
ロット
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前面パネルの説明
Catalyst 3750-48TS および 3750V2-48TS スイッチの前面パネル

スイッチの 10/100 ポートの番号は 1 ～ 48 です。ポートは 2 つ 1 組のペアでグループ分けされていま

す。図 1-4 に示すように、ペアの最初のメンバ（ポート 1）が、2 つ目のメンバ（ポート 2）の上にあ

ります。ポート 3 はポート 4 の上にあります。他のペアも同様です。SFP モジュール スロットの番号

は 1 ～ 4 です。

図 1-4 Catalyst 3750-48TS および 3750V2-48TS スイッチ

Catalyst 3750-24PS および 3750V2-24PS スイッチの前面パネル

スイッチの 10/100 PoE ポートは、2 つ 1 組のペアでグループ分けされています。図 1-5 に示すように、

ペアの最初のメンバ（ポート 1）が、2 つ目のメンバ（ポート 2）の上にあります。ポート 3 はポー

ト 4 の上にあります。他のペアも同様です。SFP モジュール スロットの番号は 1 と 2 です。

図 1-5 Catalyst 3750-24PS および 3750V2-24PS スイッチ 
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前面パネルの説明
Catalyst 3750-48PS および 3750V2-48PS スイッチの前面パネル

スイッチの 10/100 PoE ポートは、2 つ 1 組のペアでグループ分けされています。図 1-6 に示すように、

ペアの最初のメンバ（ポート 1）が、2 つ目のメンバ（ポート 2）の上にあります。ポート 3 はポー

ト 4 の上にあります。他のペアも同様です。SFP モジュール スロットの番号は 1 ～ 4 です。

図 1-6 Catalyst 3750-48PS および 3750V248-PS スイッチ 

ギガビット イーサネット スイッチ

Catalyst 3750G-12S および Catalyst 3750G-12S-SD スイッチの前面パネル

スイッチの SFP モジュール スロットの番号は 1 ～ 12 です。スロットは図 1-7 に示すように 4 個 1 組
の 3 セットにグループ分けされています。

図 1-7 Catalyst 3750G-12S および 3750G-12S-SD スイッチ 

Catalyst 3750-24T、3750G-24TS、および 3750G-24TS-1U スイッチの前面パネル

スイッチ上の 10/100/1000 ポートは、2 つ 1 組のペアでグループ分けされています。図 1-8、図 1-9、

および図 1-10 に示すように、ペアの最初のメンバ（ポート 1）が、2 つ目のメンバ（ポート 2）の上に

あります。ポート 3 はポート 4 の上にあります。他のペアも同様です。
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前面パネルの説明
「Catalyst 3750G-24TS スイッチ」（図 1-9）および 「Catalyst 3750G-24TS-1U スイッチ」（図 1-10）

の SFP モジュール スロットの番号は 25 ～ 28 です。

図 1-8 Catalyst 3750G-24T スイッチ 

図 1-9 Catalyst 3750G-24TS スイッチ 

図 1-10 Catalyst 3750G-24TS-1U スイッチ 
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前面パネルの説明
Catalyst 3750G-48TS スイッチの前面パネル 

スイッチの 10/100/1000 ポートの番号は 1 ～ 48 です。また、2 つ 1 組のペアでグループ分けされてい

ます。図 1-11 に示すように、ペアの最初のメンバ（ポート 1）が、2 つ目のメンバ（ポート 2）の上に

あります。ポート 3 はポート 4 の上にあります。他のペアも同様です。SFP モジュール スロットの番

号は 49 ～ 52 です。

図 1-11 Catalyst 3750G-48TS スイッチ 

Catalyst 3750G-24PS スイッチの前面パネル 

スイッチの 10/100/1000 PoE ポートは、2 つ 1 組のペアでグループ分けされています。図 1-12 に示す

ように、ペアの最初のメンバ（ポート 1）が、2 つ目のメンバ（ポート 2）の上にあります。ポート 3 
はポート 4 の上にあります。他のペアも同様です。SFP モジュール スロットの番号は 25 ～ 28 です。

図 1-12 Catalyst 3750G-24PS スイッチ 

1 10/100/1000 ポート 2 SFP モジュール ス
ロット

11
97

70

2

1

Catalyst 3750G SERIES

SYST
RPS

STAT
DUPLX
SPEED

MODE

1 2
5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

3 4
1X

2X

15X

16X

17 18
21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

19 20
17X

18X

31X

32X

33 34
37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

35 36
33X

34X

47X

48X

49

50

51

52

MASTR

STACK

1 10/100/1000 PoE ポー

ト

2 SFP モジュール ス
ロット

11
97

69

2

Catalyst 3750G SERIES PoE-24

MODE

1

1 2
3 4

5 6
7 8

9 10
11 12

14
15 16

17 18
19 20

21 22
23 24

13

1X

2X

11X

12X

13X

14X

23X

24X

RPS

STAT
DUPLX
SPEED

PoE

MASTR

STACK

SYST

25

26

27

28
1-9
Catalyst 3750 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-6336-10-J



 

第 1 章      製品概要

前面パネルの説明
Catalyst 3750G-48PS スイッチの前面パネル

スイッチの 10/100/1000 PoE ポートは、2 つ 1 組のペアでグループ分けされています。図 1-13 に示す

ように、ペアの最初のメンバ（ポート 1）が、2 つ目のメンバ（ポート 2）の上にあります。ポート 3 
はポート 4 の上にあります。他のペアも同様です。SFP モジュール スロットの番号は 49 ～ 52 です。

図 1-13 Catalyst 3750G-48PS スイッチ 

Catalyst 3750G-16TD スイッチの前面パネル 

スイッチの 10/100/1000 ポートは、2 つ 1 組のペアでグループ分けされています。図 1-14 に示すよう

に、ペアの最初のメンバ（ポート 1）が、2 つ目のメンバ（ポート 2）の上にあります。ポート 3 は
ポート 4 の上にあります。他のペアも同様です。XENPAK モジュール スロットの番号は 1 です。

（注） 10 ギガビット イーサネット XENPAK モジュールは、ソフトウェア マニュアルでは 10 ギガビット 
イーサネット モジュール ポートとも記載されています。

図 1-14 Catalyst 3750G-16TD スイッチ 
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10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート
Catalyst 3750G Integrated Wireless LAN Controller スイッチの前面パネル

Catalyst 3750G Integrated Wireless LAN Controller スイッチには統合 Cisco ワイヤレス LAN コント

ローラがあります。スイッチ モデルによっては、統合ワイヤレス コントローラが最大 25 または 50 の 
Cisco Lightweight Access Points をサポートできます。10/100/1000 PoE ポート スイッチの番号は 1 ～ 
24 です。また、2 つ 1 組のペアでグループ分けされています。図 1-15 に示すように、ペアの最初のメ

ンバ（ポート 1）が、2 つ目のメンバ（ポート 2）の上にあります。ポート 3 はポート 4 の上にありま

す。他のペアも同様です。SFP モジュール スロットの番号は 25 と 26 です。また、スイッチには 2 つ
の内部ギガビット イーサネット ポートがあり、スイッチとコントローラを接続します。内部ポートの

番号は 27 と 28 であり、前面パネルからは見えません。

図 1-15 Catalyst 3750G-24WS-S25 および 3750G-24WS-S50 スイッチ 

10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート

スイッチの 10/100 ポートは、半二重、全二重、10 Mb/s、または 100 Mb/s の任意の組み合わせで動作

するように設定できます。10/100/1000 ポートは、半二重または全二重の 10 または 100 Mb/s か、全二

重の 1000 Mb/s で動作するように設定できます。

10/100 ポートと 10/100/1000 ポートはいずれも、IEEE 802.3AB に準拠した速度およびデュプレック

スの自動ネゴシエーションを実行するように設定できます。（自動ネゴシエーションはデフォルトの設

定です）。

（注） 速度が 10 または 100 Mb/s に設定されている場合は、ギガビット イーサネット インターフェイス上の

デュプレックス モードを半二重、全二重、自動ネゴシエーションのいずれかに設定できます。イン

ターフェイスの速度が 1000  Mb/s の場合は、ギガビット イーサネット インターフェイス上で半二重

モードに設定できません。

自動ネゴシエーションを設定した場合、ポートは接続先装置の速度とデュプレックスを検知し、処理能

力をアドバタイズします。接続先装置も自動ネゴシエーションをサポートしている場合、スイッチ 
ポートは最適な接続（両方の装置がサポートする最大の回線速度、および接続先装置が対応している場

合は全二重伝送）のネゴシエーションを行い、それに応じた動作をするよう自動的に設定されます。い

ずれの場合も、接続先装置との距離が 328 フィート（100 m）以内でなければなりません。

1 10/100/1000 PoE ポー

ト

2 SFP モジュール ス
ロット

Catalyst 3750G SERIES PoE-24Wireless LAN Controller

SYST
RPS
MASTR
STAT
DUPLX
SPEED
STACK
PoE

1X

2X

11X

12X

1 2 3 4
5 6

7 8
9 10

11 12

13X

14X

23X

24X

13 14
15 16

17 18
19 20

21 22
23 24

25

14
17

26

2
1
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第 1 章      製品概要

10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート
スイッチの 10/100 または 10/100/1000 PoE ポートでは、IEEE 802.3af に準拠する装置向けに PoE を
サポートしています。また、Cisco IP Phone と Cisco Aironet アクセス ポイントのシスコ先行標準 PoE 
もサポートします。

24 ポート スイッチでは、ポートは最大 15.4 W の PoE をサポートします。48 ポート スイッチでは、

48 ポートのうち任意の 24 ポートで 15.4 W の PoE をサポートできます。また、任意の組み合わせの

ポートで同時に 7.7 W の PoE、370 W の最大スイッチの出力までをサポートします。

Catalyst 3750G-24WS-S25 および 3750G-24WS-S50 スイッチ PoE ポートのそれぞれが最大 15.4 W の 
PoE をサポートできます。

IP Phone やアクセス ポイントが接続されたときに、Catalyst 3750 PoE ポートで自動的に電力を供給す

るかどうかは、ポート単位で制御できます。デバイス マネージャおよび CLI は、10/100 または 
10/100/1000 PoE ポートのそれぞれに Auto（デフォルト）と Never という 2 つの PoE 設定を用意して

います。

• Auto を選択すると、有効な受電デバイス（IEEE 802.3af 互換の受電デバイス、シスコ先行標準 IP 
Phone、Cisco 先行標準 Cisco アクセス ポイントなど）が接続されている場合のみ、ポートから電

力が供給されます。

• Never を選択した場合は、Cisco IP Phone やアクセス ポイントが接続されている場合でも、ポート

から電力が供給されません。PoE ポートの設定とモニタリングについては、デバイス マネージャ

のオンライン ヘルプとスイッチ ソフトウェアのコンフィギュレーション ガイドを参照してくださ

い。

シスコの強化した電力ネゴシエーションによって、Cisco 7970G IP Phone などの一部の装置は、

Catalyst 3750 PoE スイッチ上で高電力モードで動作できます。受電デバイスとスイッチは、電力消費

レベルの合意に向け、電力ネゴシエーション Cisco Discovery Protocol（CDP）メッセージを通じてネ

ゴシエーションします。このネゴシエーションにより、7 W より多くを消費する高電力のシスコ受電デ

バイスは、最も高い電力モードで動作できるようになります。受電デバイスは、最初に低電力モードで

ブートして 7 W 未満の電力を消費し、ネゴシエーションを行って高電力モードで動作するための十分

な電力を取得します。受電装置が高電力モードに切り替わるのは、スイッチから確認を受信した場合に

限られます。高電力装置は、電力ネゴシエーション CDP をサポートしないスイッチで低電力モードに

よって動作できます。

PoE ポートの設定とモニタリングについては、デバイス マネージャのオンライン ヘルプとスイッチ ソ
フトウェアのコンフィギュレーション ガイドを参照してください。

（注） また、Cisco IP Phone または Cisco Aironet Access Point を Catalyst 3750 PoE スイッチの 10/100 また

は 10/100/1000 ポートと AC 電源装置に接続して電源の冗長性を確保することができます。AC 電源装

置に接続すると、受電デバイスはその主電源を AC 電源装置に切り替えることができます。この場合、

PoE ポートは受電デバイスのバックアップ電源になります。

主電源装置に障害が発生した場合は、2 つ目の電源装置が受電デバイスの主電源になります。電源が切

り替わる際に、IP Phone は再起動するか、またはスイッチとのリンクを再度確立します。

Cisco IP Phone および Cisco Aironet アクセス ポイントについては、IP Phone またはアクセス ポイン

トに付属のマニュアルを参照してください。

（注） 100BASE-TX および 1000BASE-T トラフィックではカテゴリ 5 以上のケーブルが必要です。

10BASE-T トラフィックには、カテゴリ  3 またはカテゴリ 4 のケーブルを使用できます。

スイッチをワークステーション、サーバ、ルータ、および Cisco IP Phone に接続する場合、ケーブル

がストレート ケーブルであることを確認します。スイッチをスイッチまたはハブに接続する場合は、
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第 1 章      製品概要

10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート
クロス ケーブルを使用してください。1000BASE-T 接続にストレート ケーブルまたはクロス ケーブル

を使用する場合は、正しく動作させるため必ずカテゴリ 5 以上の 4 ツイストペア ケーブルを使用して

ください。ケーブルのピン割り当てについては、付録 A「技術仕様」を参照してください。

CLI で mdix auto インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用すると、Automatic 
Medium-Dependent Interface crossover（auto-MDIX）機能をイネーブルにすることができます。

auto-MDIX 機能がイネーブルになっている場合、スイッチで銅線イーサネット接続に必要なケーブル 
タイプが検出され、それに応じてインターフェイスが設定されます。したがって、スイッチ上の 
10/100、10/100/1000、または 1000BASE-T の銅線 SFP モジュール ポートには、接続先装置のタイプ

に関係なく、クロス ケーブルとストレート ケーブルのいずれも使用できます。

Cisco IOS Release 12.2(18)SE 以上が作動するスイッチでは、デフォルトで auto-MDIX 機能がイネー

ブルに設定されます。Cisco IOS Release 12.1(14)EA1 ～ 12.2(18)SE のリリースでは、auto-MDIX 機
能がデフォルトの設定でディセーブルになります。この機能の設定については、スイッチのソフトウェ

ア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リファレンスを参照してください。

IEEE 802.3af を完全にはサポートしていない Cisco IP Phone やアクセス ポイントなど、旧型の受電デ

バイスの多くは、クロス ケーブルでスイッチに接続すると PoE に対応できない場合があります。

100BASE-FX ポート

100BASE-FX ポートは 50/125 または 62.5/125 ミクロン マルチモード光ファイバのケーブル接続を使

用します。全二重モードの場合、スイッチから接続装置までのケーブルの長さは 2 km（6,562 フィー

ト）以下にする必要があります。

全二重モードでも半二重モードでも、100BASE-FX ポートは 100 Mb/s でのみ動作します。また、自動

ネゴシエートをサポートしません。半二重モードがデフォルト設定です。

100BASE-FX ポートを対象装置の SC または ST ポートに接続するには、表 B-1（P.B-3）に記載され

ている MT-RJ 光ファイバ パッチ ケーブルのいずれかを使用します。

SFP モジュール スロット

SFP モジュール スロットがある Catalyst 3750 スイッチは、次の SFP モジュールをサポートします。

• 100BASE-FX（MMF）

（注） Catalyst 3750V2-24FS スイッチは、ダウンリンク SFP モジュール スロットに限り 
100BASE-FX Multimode Fiber（MMF; マルチモード ファイバ）SFP をサポートします。

• 1000BASE-BX 

• 1000BASE-LX 

• 1000BASE-SX 

• 1000BASE-ZX

• 1000BASE-T

• CWDM

スイッチがサポートする SFP モジュールのリストについては、Catalyst 3750 スイッチのリリース ノー

トを参照してください。
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第 1 章      製品概要

10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート
SFP モジュール

Catalyst 3750 スイッチはギガビット イーサネット SFP モジュールを使用して他の装置との接続を確立

します。これらのトランシーバ モジュールは、現地交換が可能で、SFP モジュール スロットに実装さ

れることによって、アップリンク インターフェイスを提供します。他のスイッチとのギガビット アッ

プリンク接続にも SFP モジュールを使用できます。光ファイバ SFP モジュールへの接続には、LC コ
ネクタまたは MT-RJ コネクタ付きの光ファイバ ケーブルを使用します。銅線 SFP モジュールの接続に

は、RJ-45 コネクタでカテゴリ 5 以上のケーブルを使用します。

SFP モジュールの詳細については、SFP モジュールのマニュアルを参照してください。

XENPAK モジュール スロット（Catalyst 3750G-16TD スイッチ）

Catalyst 3750G-16TD スイッチは 10 ギガビット イーサネット XENPAK モジュールを使用して、ネッ

トワークとの接続を確立します。スイッチの前面パネルにあるモジュール スロットにモジュールを取

り付けます。Catalyst 3750G-16TD スイッチがサポートする XENPAK モジュールのリストについて

は、表 B-2（P.B-4）を参照してください。

（注） 10 ギガビット イーサネット XENPAK モジュールは、ソフトウェア マニュアルでは 10 ギガビット 
イーサネット モジュール ポートとも記載されています。

LED

LED を使用することで、スイッチの動作やパフォーマンスをモニタできます。図 1-16、図 1-17、

図 1-18 に、スイッチの LED と、ポートのモードの選択に使用する MODE ボタンを示します。

すべての LED が、GUI 管理アプリケーション（スイッチが複数の場合は Network Assistant アプリ

ケーション、スイッチが 1 台の場合はデバイス マネージャ GUI）で表示できます。コマンドライン イ
ンターフェイス（CLI）を使用して個々のスイッチおよびスイッチ クラスタを設定およびモニタする方

法については、スイッチのソフトウェア コンフィギュレーション ガイドを参照してください。
1-14
Catalyst 3750 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-6336-10-J



 

第 1 章      製品概要

10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート
図 1-16 スイッチ LED（非 PoE）

図 1-17 スイッチ LED（PoE）

1 Mode ボタン 5 ステータス LED

2 スタック LED 6 マスター LED

3 速度 LED 7 RPS LED1

1. RPS LED は Catalyst 3750G-12S-SD スイッチで使用されま
せん。

4 デュプレックス LED 8 システム LED

MODE

RPS

STAT
DUPLX
SPEED

MASTR

STACK

SYST

13
29

66

21 3 4 6 7 85

1 Mode ボタン 6 ステータス 
LED

2 PoE LED 7 マスター LED

3 スタック LED 8 RPS LED

4 速度 LED 9 システム LED

5 デュプレック

ス LED

RPS

SYST

MASTR
STAT
DUPLX
SPEED
STACK
PoE

MODE

2 3 4 5 7 81 6 9

10
40

62
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第 1 章      製品概要

10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート
図 1-18 Catalyst 3750G-24WS-S25 および 3750G-24WS-S50 スイッチの LED

システム LED

システム LED は、そのシステムに電力が供給され、正常に機能しているかどうかを示します。表 1-1 
に、LED のカラーとその意味を示します。

1 Mode ボタン 6 ステータス 
LED

2 PoE LED 7 マスター LED

3 スタック LED 8 RPS LED

4 速度 LED 9 システム LED

5 デュプレック

ス LED

SYST
RPS
MASTR
STAT
DUPLX
SPEED
STACK
PoE

2 3 4 5 7 81 6 9

14
17

27

表 1-1 システム LED

カラー システム ステータス

Off システムの電源が入っていません。

グリーン システムは正常に動作しています。

オレンジ システムに電力が供給されていますが、正常に動作して

いません。

グリーンとオレンジに交互に

点滅1

1. Catalyst 3750G-24WS-S25 および 3750G-24WS-S50 スイッチにのみ適用されます。

ワイヤレス コントローラが正常に動作していません。
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第 1 章      製品概要

10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート
電源投入時セルフテスト（POST）実行中のシステム LED のカラーについては、「スイッチへの電源投

入と POST の実行」（P.2-7）を参照してください。

RPS LED

RPS LED は、RPS のステータスを示します。表 1-2 に、LED のカラーとその意味を示します。RPS 
LED は Catalyst 3750G-12S-SD スイッチで使用されません。

Cisco RPS 2300 の詳細については、『Cisco Redundant Power System 2300 Hardware Installation 
Guide』を参照してください。Cisco RPS 675 の詳細については、『Cisco RPS 675 Redundant Power 
System Hardware Installation Guide』を参照してください。これらのガイドは Cisco.com で入手でき

ます。

マスター LED

マスター LED はスタック マスターのステータスを示します。表 1-2 に、LED のカラーとその意味を

示します。

表 1-2 RPS LED

カラー RPS ステータス

Off RPS の電源が切れているか、正しく接続されていません。

グリーン RPS が接続され、必要に応じてバックアップ電力を供給できる状態です。

グリーンに点滅 RPS は接続されていますが、別の装置に電力を供給しているため使用できません

（ネイバー デバイスが冗長電力を利用しています）。

オレンジ RPS がスタンバイ モードか障害が発生しています。RPS の Standby/Active ボタ

ンを押すと、この LED がグリーンに点灯します。点灯しない場合は、RPS の
ファンが故障している可能性があります。購入された代理店にお問い合わせくだ

さい。

オレンジに点滅 スイッチの内蔵電源装置に障害が発生し、RPS からスイッチに電力が供給されて

います（この装置が冗長電源を使用しています）。

表 1-3 マスター LED

ポート モー

ド 説明

Off スイッチがスタック マスターではありません。

グリーン スイッチがスタック マスターであるか、スタンドアロン スイッチです。

オレンジ エラーが発生するのは、スイッチがスタック マスター スイッチを選択した場合、また

はスタック エラーの場合です。
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10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート
ポート LED とモード

RJ-45 port、SFP モジュール スロット、および XENPAK モジュール スロットのそれぞれにポート 
LED があります。ポート LED は、グループとして、または個別に、スイッチに関する情報と個別の

ポートに関する情報を表示します。ポート モードによって、ポート LED が示す情報の種類が決まりま

す。表 1-4 に、モード LED、その対応するポート モード、および意味を示します。

表 1-5 に、PoE LED のカラーとその意味を示します。

モードを選択または変更するには、目的のモードが強調表示されるまで MODE ボタンを押します。

ポート モードを変更すると、ポートの LED カラーの意味も変わります。表 1-6 に、各種ポート モード

でのポート LED のカラーの意味を示します。

表 1-4 ポート モード LED

モード 
LED ポート モード 説明

STAT ポート ステータス ポートのステータスを示します。これは、デフォルトのモー

ドです。

DUPLX ポートのデュプレックス 
モード

ポートのデュプレックス モード：全二重または半二重

（注） 10/100/1000 ポートは全二重モードでのみ動作しま

す。

SPEED ポート速度 ポートの動作速度（10、100、または 1000 Mb/s）。

STACK スタック メンバ ステー

タス

StackWise ポート ステー

タス

スタック メンバ ステータス。

StackWise ポート ステータス。詳細については、「スタック 
LED」（P.1-20）を参照してください。

PoE 10/100 および 
10/100/1000 PoE ポート

の電源

PoE のステータスを示します。

表 1-5 PoE モードの LED

カラー PoE ステータス

Off PoE モードが選択されていません。電力が供給されていない、または、障害が発

生している 10/100 または 10/100/1000 ポートが存在しません。

グリーン PoE モードが選択されており、PoE ステータスがポート LED に表示されていま

す。

オレンジに点滅 PoE モードが選択されていません。10/100 または 10/100/1000 ポートの少なくと

もどちらかに電力が供給されていないか、10/100 または 10/100/1000 ポートの少

なくともどちらかに PoE 障害が発生しています。
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10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート
表 1-6 スイッチの各種モードでの LED のカラーの意味

ポート モード

ポート LED の
カラー 意味

PoE1 Off PoE がオフになっています。AC 電源から電力が供給されている装

置をスイッチ ポートに接続しても、ポート LED は点灯しません。

グリーン PoE がオンになっています。LED がグリーンに点灯するのは、ス

イッチ ポートが電力を供給している場合だけです。

グリーンとオ

レンジに交互

に点滅

装置への供給電力がスイッチの電力容量（370 W）を超えるため、

PoE が無効になっています。

オレンジに点

滅

障害により PoE がオフになっています。

注意 PoE の障害は適合しないケーブルや受電デバイスが PoE 
ポートに接続された場合に起こります。シスコ独自規格

の IP Phone およびワイヤレス アクセス ポイント、また

は IEEE 802.3af に準拠した装置を PoE ポートに接続す

る場合は、必ず規格に適合したケーブル配線を使用して

ください。PoE エラーの原因になるケーブルまたは装置

はネットワークから取り除く必要があります。

オレンジ ポートの PoE がディセーブルになっています。

（注） PoE はデフォルトでイネーブルになっています。

STAT
（ポート ステー

タス）

Off リンクが確立されていないか、ポートが管理上の理由でシャット

ダウンされました。

グリーン リンクが確立されています。

グリーンに点

滅

アクティブな状態です。ポートがデータを送信または受信してい

ます。

グリーンとオ

レンジに交互

に点滅

リンク障害が発生しています。エラー フレームが接続に影響を与

えている可能性があります。過度のコリジョン、巡回冗長検査

（CRC）エラー、アライメント / ジャバー エラーなどがモニタさ

れ、リンク障害が表示されています。

オレンジ ポートがスパニングツリー プロトコル（STP）によってブロック

されており、データを転送していません。

（注） ポートを再設定すると、STP がスイッチ ループの検出を実

行します。その間、ポート LED はオレンジに点灯します

（最大 30 秒）。

オレンジに点

滅

ポートは STP によってブロックされていますが、データを送信中

または受信中です。

DUPLX
（デュプレック

ス）

Off ポートは半二重で動作しています。

グリーン ポートは全二重で動作しています。
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10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート
スイッチがスタックされ、スタックのいずれかのスイッチの MODE ボタンを押すと、スタックのすべ

てのスイッチはその選択したモードの表示に切り替わります。たとえば、スタック マスターで SPEED 
を表示する MODE ボタンを押すと、スタックのその他すべてのスイッチにも SPEED が表示されます。

PoE LED があるのは、Catalyst 3750-24PS、3750G-24PS、3750-48PS、3750G-48PS、

3750G-24WS-S25、および 3750G-24WS-S50 スイッチです。スイッチで PoE モードを選択していな

い場合でも、PoE の問題が検出されればこの LED に示されます。Catalyst 3750G-S-SD には PoE LED 
がありません。

スタック LED

スタック LED には、スタックのメンバ スイッチのシーケンスが示されます。最大で 9 台のスイッチを

同じスタックのメンバにすることができます。1 ～ 9 番目のポート LED には、スタック内の 1 スイッ

チのメンバ番号が示されます。図 1-19 に、スタック メンバ番号が 1 である最初のスイッチの LED を
示します。たとえば、MODE ボタンを押して STACK を選択すると、ポート 1 の LED はグリーンに点

滅します。ポート 2 と 3 の LED はグリーンに点灯し、これらがスタックの他のスイッチのメンバ番号

であることを表します。そのスタックにはもうメンバが含まれていないため、その他のポート LED は
消灯します。

SPEED 10/100 および 10/100/1000 ポート

Off ポートは 10 Mb/s で動作しています。

グリーン ポートは 100 Mb/s で動作しています。

グリーンに点

滅

ポートは 1000 Mb/s で動作しています。

SFP モジュール ポート

Off ポートは 10 Mb/s で動作しています。

グリーン ポートは 100 Mb/s で動作しています。

グリーンに点

滅

ポートは 1000 Mb/s で動作しています。

（注） Catalyst 3750 スイッチに取り付けられている場合、

1000BASE-T SFP モジュールは、10 Mb/s、100 Mb/s、ま

たは 1000 Mb/s の全二重モード、あるいは 10 Mb/s または 
100 Mb/s の半二重モードでの動作が可能です。

XENPAK ポート

Off ポートは動作していません。

グリーンに点

滅

ポートは最大 10 Gb/s で動作しています。

STACK 
（スタック メン

バ）

Off そのメンバ番号に対応するスタック メンバがありません。

グリーンに点

滅

スタック メンバの番号です。

グリーン 他のスタック メンバ スイッチのメンバ番号です。

1. PoE LED があるのは、Catalyst 3750-24PS、3750G-24PS、3750-48PS、3750G-48PS、3750G-24WS-S25、およ
び 3750G-24WS-S50 スイッチのみです。

表 1-6 スイッチの各種モードでの LED のカラーの意味（続き）

ポート モード

ポート LED の
カラー 意味
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10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート
図 1-19 スタック LED

スタック LED を選択すると、（スイッチ背面パネルの）StackWise ポートがアップの状態であれば対応

するスタック LED がグリーンに点灯します。ポートがダウンの状態であれば、スタック LED がオレ

ンジに点灯します。

• Catalyst 3750-24TS および 3750V2-24TS スイッチの SFP モジュール ポートの LED 1 および 2 は、

それぞれ StackWise ポート 1 および 2 のステータスを示します。

• Catalyst 3750-48TS および 3750V2-48TS スイッチの SFP モジュール ポートの LED 3 および 4 は、

それぞれ StackWise ポート 1 および 2 のステータスを示します。

• Catalyst 3750G-48TS および 3750G-48PS スイッチの SFP モジュール ポートの LED 51 および 52 
は、それぞれ StackWise ポート 1 および 2 のステータスを示します。

• Catalyst 3750G-24TS、3750G-24TS-1U、および 3750G-24PS スイッチの SFP モジュール ポート

の LED 27 および 28 は、それぞれ StackWise ポート 1 および 2 のステータスを示します。

• Catalyst 3750G-24T スイッチの 10/100/1000 ポートの LED 23 および 24 は、それぞれ StackWise 
ポート 1 および 2 を示します。

• Catalyst 3750G-12S および Catalyst 3750G-12S-SD スイッチの SFP モジュール ポートの LED 11 
および 12 は、それぞれ StackWise ポート 1 および 2 のステータスを示します。

• Catalyst 3750G-24WS-S25 および 3750G-24WS-S50 スイッチの SFP モジュール ポートの LED 25 
および 26 は、それぞれ StackWise ポート 1 および 2 のステータスを示します。

（注） スタック内のすべてのスイッチでポート LED がグリーンに点灯している場合、そのスタックは全帯域

幅（32 Gb/s）で動作中です。いずれかのポート LED がグリーンでない場合、そのスタックは全帯域幅

で動作していません。

1 スタック メンバ 
1

3 スタック メンバ 
3

2 スタック メンバ 
2
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背面パネルの説明
背面パネルの説明
スイッチの背面パネルには、AC または DC 電源コネクタ、RPS コネクタ（Catalyst 3750G-12S-SD ス
イッチを除く）、RJ-45 コンソール ポート、2 つの StackWise ポート、およびサービス ポート

（Catalyst 3750G Integrated Wireless LAN Controller スイッチのみ）があります。

図 1-20 Catalyst 3750-24TS、3750G-24T、3750G-12S、3750G-16TD、および 3750-48TS スイッ

チ

図 1-21 Catalyst 3750V2-24TS、3750V2-24PS、3750V2-48TS、および 3750V2-48PS スイッチ

1 StackWise ポート 4 AC 電源コネクタ

2 RJ-45 コンソール 
ポート

5 RPS コネクタ

3 ファン排気口

RATING
100-200V ~1.6A-0>9A, 50-60 HZ

DC INPUTS FOR REMOTEPOWER SUPPLYSPECIFIED IN MANUAL+12v    @8.5a

CONSOLE

STACK 1
STACK 2

1 2 3 4 5

86
54

8

1 StackWise ポート 4 RPS コネクタ

2 RJ-45 コンソール ポー

ト

5 AC 電源コネクタ

3 ファン排気口

27
46

72

CONSOLE

STACK 1
STACK 2

2
3

4
5

1
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背面パネルの説明
図 1-22 Catalyst 3750G-24TS スイッチ 

図 1-23 Catalyst 3750G-12S-SD スイッチの背面パネル

1 StackWise ポート 4 AC 電源コネクタ

2 RJ-45 コンソール 
ポート

5 RPS コネクタ

3 ファン排気口

CONSOLE

STACK 1
STACK 2

DC INPUTS FOR REMOTEPOWER SUPPLYSPECIFIED IN MANUAL+12v    @17a

1 2 3 4 5

86
54

7

1 StackWise ポート 4 DC 電源コネクタ

2 RJ-45 コンソール 
ポート

5 アース ラグ ブラケッ

ト

3 ファン排気口

13
26

34CONSOLE

STACK 1
STACK 2

1
2 3

5
4

–

36 - 72V
3.0 - 1.5A

A –
+

B
+
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背面パネルの説明
図 1-24 Catalyst 3750-24FS および 3750V2-FS スイッチ 

図 1-25 Catalyst 3750-24PS および 3750-48PS スイッチ 

1 StackWise ポート 4 RPS コネクタ

2 RJ-45 コンソール 
ポート 

5 AC 電源コネクタ

3 ファン排気口 

CONSOLE

DC INPUTS FOR REMOTEPOWER SUPPLYSPECIFIED IN MANUAL

13
22

41

2 3
4

5

STACK 1
STACK 2

1

1 StackWise ポート 3 AC 電源コネクタ

2 RJ-45 コンソール 
ポート

4 RPS コネクタ
10

47
63

RATING
100-240V ~1.6A-0>9A, 50-60 HZ

DC INPUTS FOR REMOTEPOWER SUPPLYSPECIFIED IN MANUAL+12v    @8.5A

CONSOLE

STACK 1
STACK 2

1 2 3 4
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背面パネルの説明
図 1-26 Catalyst 3750G-24PS、3750G-24TS-1U、3750G-48PS、および 3750G-48TS スイッチ
  

図 1-27 Catalyst 3750G-24WS-S25 および 3750G-24WS-S50 スイッチ 

StackWise ポート

スイッチには 0.5 m の StackWise ケーブル（72-2632-XX CABASY）が付属しており、StackWise 
ポートの接続に使用できます。

注意 認定されているケーブル（CAB-STACK-50CM、CAB-STACK-1M、または CAB-STACK-3M）の

みを使用し、同様のシスコ製機器にのみ接続してください。承認されていないシスコ製ケーブルま

たは機器に接続すると、機器が損傷するおそれがあります。

1 StackWise ポート 4 RPS コネクタ

2 RJ-45 コンソール 
ポート

5 AC 電源コネクタ

3 ファン排気口

CONSOLE

DC INPUTS FOR REMOTEPOWER SUPPLYSPECIFIED IN MANUAL

11
97

72

2 3
4

5

STACK 1
STACK 2

1

1 StackWise ポート 5 RPS コネクタ

2 RJ-45 スイッチ コンソール 
ポート

6 サービス ポート

3 RJ-45 コントローラ コンソー

ル ポート

7 AC 電源コネクタ

4 ファン排気口 

STACK A
STACK B

DC INPUTS FOR REMOTEPOWER SUPPLYSPECIFIED IN MANUAL

1 2 3 5 76

14
17

28

CONTROLLER
CONSOLE

SERVICE

SWITCH
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4
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背面パネルの説明
次の StackWise ケーブルは、シスコの営業担当者に発注できます。

• CAB-STACK-50CM=（0.5 m ケーブル）

• CAB-STACK-1M=（1 m ケーブル）

• CAB-STACK-3M=（3 m ケーブル）

電源コネクタ

スイッチは、内蔵の電源装置から電力を供給されます。Catalyst 3750G-12S-SD スイッチを除き、

Cisco RPS 2300 または Cisco RPS 675 を接続して、スイッチの内蔵電源装置に障害が発生した場合に

バックアップ電源が機能するようにできます。

（注） Catalyst 3750 スイッチおよび冗長電源システムは同じ AC 電源に接続する必要があります。

内蔵電源装置のコネクタ

内蔵 AC 電源装置は、入力電圧 100 ～ 240 VAC に対応するオートレンジング ユニットです。AC 電源

コネクタと AC 電源コンセントの接続には、付属の AC 電源コードを使用します。

DC 電源コネクタ

Catalyst 3750G-12S-SD には DC 電源コンバータが内蔵されています。また、単一の電源ブロックにダ

イオード OR 接続された 2 系統の給電口（A と B）があります。インストレーション手順については、

付録 C「DC 電源への接続」を参照してください。

注意 Catalyst 3750G-12S-SD スイッチは、入力電圧が –36 ～ –72 VDC の DC 入力電源装置以外には接

続しないでください。供給電圧がこの範囲に収まらない場合は、スイッチが正常に動作しないか、

破損するおそれがあります。

Cisco RPS コネクタ

Cisco RPS 2300（モデル PWR-RPS2300）と Cisco RPS 675（モデル PWR675-AC-RPS-N1=）は、

Catalyst 3750 ファミリのスイッチ（Catalyst 3750G-12S-SD スイッチを除く）をサポートしています。

Cisco RPS 2300

Cisco RPS 2300 には、2 つの出力レベル（–52 V と 12 V）があり、出力は最大 2300 W です。

Cisco RPS 2300 は、内蔵電源装置の障害発生時に対して、最大 6 台のネットワーク装置にシームレス

なフェールオーバーを提供する冗長電源システムです。接続装置の内蔵電源装置に障害が発生した場合

は自動的に認識され、障害が発生した装置に即時に電力が供給されます。Cisco RPS 2300 の詳細につ

いては、『Cisco RPS 2300 Redundant Power System Hardware Installation Guide』を参照してくださ

い。
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管理オプション
Cisco RPS 675

Cisco RPS 675 には、2 つの出力レベル（–48 V と 12 V）があり、出力は最大 675 W です。RPS をス

イッチに接続するには、付属する RPS コネクタ ケーブルを使用します。

RPS は、6 台の外部ネットワーク装置をサポートし、一度に 1 台の障害が発生した装置に電力を供給す

る冗長電源システムです。接続された装置の内部電源装置の障害を自動的に検知して、ネットワーク 
トラフィックの損失を防ぎながら、障害が発生した装置に必要な電力を供給します。Cisco RPS 675 の
詳細については、『Cisco RPS 675 Redundant Power System Hardware Installation Guide』を参照して

ください。

コンソール ポート

スイッチと PC を接続するには、コンソール ポートと付属の RJ-45/DB-9 メス ケーブルを使用します。

スイッチのコンソール ポートに端末を接続する場合は、ユーザ側でメスの RJ-45/DB-25 DTE アダプタ

を用意する必要があります。このアダプタが入ったキット（部品番号：ACS-DSBUASYN=）をシスコ

に発注してください。コンソール ポートおよびアダプタのピン割り当てについては、「コネクタおよび

ケーブルの仕様」（P.B-1）を参照してください。

（注） Catalyst 3750G-24WS-S25 および 3750G-24WS-S50 スイッチには、スイッチ コンソール ポートとコ

ントローラ コンソール ポートという 2 つのコンソール ポートがあります。スイッチとコントローラ間

の接続が失われた場合、コントローラを直接構成するためにコントローラ コンソール ポートを使用で

きます。

管理オプション
Catalyst 3750 スイッチには次の管理オプションがあります。

• Network Assistant

Cisco Network Assistant は、中小企業の LAN に合わせて最適化された、PC ベースのネットワー

ク管理 GUI アプリケーションです。Cisco Network Assistant には、Cisco Catalyst 2950 から 
Cisco Catalyst 4506 までの Cisco スイッチの集中管理機能があります。ユーザフレンドリな GUI 
を使用して、スイッチ クラスタやスタンドアロン スイッチの構成と管理を行うことができます。

Cisco Network Assistant は、次の URL から無料でダウンロードできます。

http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.html?mdfid=279230132http://www.cisco.com/pcgi
-bin/tablebuild.pl/NetworkAssistanti=rp

Network Assistant アプリケーションの起動については、Cisco.com にある『Getting Started with 
Cisco Network Assistant』を参照してください。

• デバイス マネージャ

スイッチのメモリ内にあるデバイス マネージャを使用すると、個々のスタンドアロン スイッチを

管理できます。これは使いやすい Web インターフェイスで、簡単な設定とモニタリングが可能で

す。デバイス マネージャには、Web ブラウザを介して、ネットワーク上のどこからでもアクセス

できます。詳細については、デバイス マネージャのオンライン ヘルプを参照してください。
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第 1 章      製品概要

管理オプション
• Cisco IOS コマンドライン インターフェイス（CLI）

スイッチの CLI は Cisco IOS ソフトウェアに基づいており、デスクトップ スイッチング機能をサ

ポートするよう拡張されています。CLI を使用してスイッチおよびスイッチ クラスタ メンバを詳

細に設定し、モニタできます。CLI にアクセスするには、管理ステーションをスイッチ コンソー

ル ポートに直接接続するか、リモート管理ステーションから Telnet を利用します。詳細について

は、Cisco.com にある『Catalyst 3750 Switch Command Reference』を参照してください。

• CiscoView アプリケーション

CiscoView デバイス管理アプリケーションには、スイッチのイメージが表示されます。これを使用

して、コンフィギュレーション パラメータを設定したり、スイッチの状態やパフォーマンスを確

認したりすることができます。CiscoView アプリケーション（別売）は、スタンドアロン アプリ

ケーションとして利用することも、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）に組み込むことも

できます。詳細については、CiscoView のマニュアルを参照してください。

• SNMP ネットワーク管理 

HP OpenView または SunNet Manager などのプラットフォームが作動している SNMP 対応管理ス

テーションから、スイッチを管理できます。スイッチは、管理情報ベース（MIB）拡張機能の包括

的なセットと 4 つの Remote Monitoring（RMON）グループをサポートしています。詳細につい

ては、Cisco.com にあるスイッチのソフトウェア コンフィギュレーション ガイドおよび SNMP ア
プリケーションに付属のマニュアルを参照してください。

ネットワーク構成

ネットワーク構成の概念と、スイッチを使用して専用ネットワーク セグメントを作成しギガビット 
イーサネットで相互接続する例については、Cisco.com にあるスイッチのソフトウェア コンフィギュ

レーション ガイドを参照してください。
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C H A P T E R 2

スイッチの設置

この章では、スイッチの起動方法と、正常な動作を保証する Power-on Self-Test（POST; 電源投入時自

己診断テスト）の意味について説明します。また、スタックの計画中に気をつける必要がある計画と

ケーブル接続に関する注意事項についても説明します。また、スイッチの設置方法、接続方法について

説明します。以下の各項の説明を読み、この順番で手順を進めてください。

• 「設置の準備」（P.2-1）

• 「スイッチ動作の確認」（P.2-7）

• 「スタックの計画」（P.2-8）

• 「スイッチの設置」（P.2-11）

• 「StackWise ポートへの StackWise ケーブルの接続」（P.2-30）

• 「SFP モジュールの取り付けおよび取り外し」（P.2-33）

• 「XENPAK モジュール（Catalyst 3750G-16TD スイッチ）の取り付けと取り外し」（P.2-35）

• 「10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続」（P.2-40）

• 「SFP モジュールへの接続」（P.2-42）

• 「XENPAK モジュールへの接続」（P.2-44）

• 「次の作業」（P.2-45）

設置の準備
ここで説明する内容は次のとおりです。

• 「警告」（P.2-2）

• 「設置に関する注意事項」（P.2-6）

• 「梱包内容」（P.2-7）

• 「工具および機器」（P.2-7）
2-1
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第 2 章      スイッチの設置

設置の準備
警告

これらの警告は、『Regulatory Compliance and Safety Information for the Catalyst 3750 Switch Guide』

内で複数の言語に翻訳されています。

警告 スイッチの過熱を防止するために、周辺温度が推奨されている最高温度の 113 °F（45 °C）を超える
環境では使用しないでください。また、通気を妨げないように、通気口の周囲に 3 インチ（7.6 cm）
以上のスペースを確保してください。ステートメント 17B

警告 電力系統に接続された装置で作業する場合は、事前に、指輪、ネックレス、腕時計などの装身具を外
してください。これらの金属が電源やアースに接触すると、金属が過熱して重度のやけどを負った
り、金属類が端子に焼き付くことがあります。ステートメント 43

警告 他の装置の上にシャーシを積み重ねないでください。シャーシが落下すると、大けがをしたり、装置
が損傷したりすることがあります。ステートメント 48 

警告 DC 入力電源装置から伸びる露出したリード線は、感電を引き起こす可能性があります。DC 入力電
源線の露出部分が端子ブロック プラグからはみ出ていないことを確認してください。ステートメント 
122

警告 ブランクの前面プレート（フィラー パネル）には、シャーシ内の危険な電圧および電流による感電を
防ぐ、他の装置への Electromagnetic Interference（EMI; 電磁波干渉）の影響を防ぐ、および
シャーシ内の冷却用空気の流れを適切な状態に保つという 3 つの重要な役割があります。必ずすべて
のカードおよび前面プレートを正しく取り付けた状態で、システムを運用してください。ステートメ
ント 156

警告 セントラル オフィス環境で使用するイーサネット ケーブルにはシールドが必要です。ステートメント 
171

警告 冗長電源システム（RPS）がスイッチに接続されていない場合、スイッチの裏側に RPS コネクタ カ
バーを取り付けてください。ステートメント 265

警告 次の Cisco RPS モデルのみを RPS レセプタクルに接続します。
PWR-RPS2300、PWR675-AC-RPS-N1=。ステートメント 370

警告 Catalyst 3750-12S スイッチと 100BASE-FX MMF Small Form-Factor Pluggable（SFP）モ
ジュール（モジュール番号 GLC-GE-100FX）が実行されている場合、取り外した SFP モジュール
の表面温度は高い可能性があります。ステートメント 377
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第 2 章      スイッチの設置

設置の準備
警告 壁面への設置手順をよく読んでから、設置を開始してください。適切なハードウェアを使用しなかっ
た場合、または、正しい手順に従わなかった場合は、人体に危険が及んだり、システムが破損したり
する可能性があります。ステートメント 378

警告 雷の発生中は、システム上での作業やケーブルの抜き差しを行わないでください。ステートメント 
1001

警告 次の手順を実行する前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認してください。ステートメント 
1003

警告 取り付け手順を読んでから、システムを電源に接続してください。ステートメント 1004

警告 この製品は設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計されていま
す。回線保護装置の定格が 5 A を超えないことを確認してください。ステートメント 1005

（注） この警告は、Catalyst 3750G-12S-SD スイッチにのみ適用されます。

警告 この製品は設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計されていま
す。回線保護装置の定格が 15 A を超えないことを確認してください。ステートメント 1005

（注） この警告は、Catalyst 3750G-12S-SD スイッチを除くすべての Catalyst 3750 スイッチに適用さ

れます。

警告 クラス 1 レーザー製品です。ステートメント 1008

警告 ラックに装置を取り付けたり、ラック内の装置のメンテナンス作業を行ったりする場合は、
事故を防ぐため、装置が安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。安全
を確保するために、次の注意事項を守ってください。

• ラックに設置する装置が 1 台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

• ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に取り付け

ます。

• ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装置を設置

したり、ラック内の装置を保守してください。ステートメント 1006
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第 2 章      スイッチの設置

設置の準備
警告 この装置は、立ち入りが制限された場所への設置が想定されています。立ち入りが制限された場所と
は、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュリティ手段を使用しないと入室できない場
所を意味します。ステートメント 1017

警告 いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐに手が届く状態にしておいて
ください。ステートメント 1019

警告 容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。
ステートメント 1022

警告 この装置は必ずアースを接続する必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正
しく取り付けられていない装置を稼動させたりしないでください。アースが適切かどうかはっきりし
ない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント 1024

警告 この装置には、複数の電源が接続されている場合があります。装置の電源を遮断するには、すべての
接続を取り外す必要があります。ステートメント 1028

警告 この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。ステー
トメント 1030

警告 この製品を廃棄処分する際には、各国の法律または規制に従って取り扱ってください。ステートメン
ト 1040

警告 この装置が設置された建物の外部の接続に関しては、集積回路保護が施された、認定されたネット
ワーク終端装置を通して、10/100/1000 イーサネット ポートに接続する必要があります。ステートメ
ント 1044

警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメント 
1046

警告 システムの過熱を防止するために、周辺温度が推奨されている最高温度の 45 °C（113 °F）を超える
環境では使用しないでください。ステートメント 1047
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第 2 章      スイッチの設置

設置の準備
警告 「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱い作業
を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してください。警告の各国
語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器に付属している各国語で
記述された安全上の警告を参照してください。ステートメント 1071

警告 絶縁されていない金属接点、導体、または端子を Power over Ethernet（PoE）回路の相互接続に
使用すると、電圧によって感電事故が発生することがあります。危険性を認識しているユーザまたは
保守担当者だけに立ち入りが制限された場所を除いて、このような相互接続方式を使用しないでくだ
さい。立ち入りが制限された場所とは、特殊な工具、錠と鍵、またはその他のセキュリティ手段を使
用しないと入れない場所を意味します。ステートメント 1072

警告 スイッチ内部にはユーザが保守できる部品はありません。筐体を開けないでください。ステートメン
ト 1073

警告 装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074

ステートメント 371 - 電源コードおよび AC アダプタ

注意 Telcordia GR-1089 Network Equipment Building Systems（NEBS）標準の磁気適合性と安全性に準

拠するために、イーサネット ケーブルは、屋内または隠蔽配線以外に接続しないでください。

注意 Telcordia GR-1089 NEBS 標準に準拠するために、スイッチの左側または右側から出ている PoE ま
たは非 PoE 10/100/1000 イーサネット ポート ケーブルは、最も近いラックの金属部分に沿って固定

する必要があります。

（注） この製品の接地アーキテクチャは、DC 絶縁（DC-I）です。

Catalyst 3750G Integrated Wireless LAN Controller スイッチ

この警告は、Catalyst 3750G-24WS-S25 および 3750G-24WS-S50 スイッチにのみ適用されます。

警告 バッテリを適切に交換しないと、爆発する危険性があります。交換用バッテリは元のバッテリと同じ
ものか、製造元が推奨する同等のタイプのものを使用してください。使用済みバッテリは、製造元の
指示に従って処分してください。ステートメント 1015
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第 2 章      スイッチの設置

設置の準備
設置に関する注意事項

スイッチの設置場所を決める際には、次の要件に従ってください。

• 10/100 ポート、10/100/1000 ポート、1000BASE-T SFP モジュール ポートなどの銅線イーサネッ

ト ポートの場合は、スイッチから接続先装置までのケーブル長を 328 フィート（100 m）以下にで

きます。

• 1000BASE-SX、1000BASE-LX、1000BASE-ZX、および CWDM 光ファイバ SFP モジュール接

続のケーブル仕様リストについては、表 B-3（P.B-6）を参照してください。各ポートの波長は、

ケーブルの接続先の波長仕様と一致している必要があります。また、信頼性の高い通信を実現する

ためには、ケーブル長の制限値を超えないようにする必要があります。

• XENPAK モジュール接続のケーブル要件については、Catalyst 3750 のリリース ノートを参照して

ください。各ポートの波長は、ケーブルの接続先の波長仕様と一致している必要があります。ま

た、信頼性の高い通信を実現するためには、ケーブル長の制限値を超えないようにする必要があり

ます。

（注） Single-Mode Fiber（SMF; シングルモード ファイバ）ケーブルの長さが短い場合、レシーバの過負荷

を防ぐために、リンクへのインライン光減衰器の取り付けが必要なことがあります。

光ファイバ ケーブルの長さが 25 km 未満の場合は、リンクの両側で、光ファイバ ケーブル プラントと 
1000BASE-ZX SFP モジュールの受信ポートの間に、5 dB または 10 dB のインライン光減衰器を取り

付ける必要があります。

• 動作環境は、付録 A「技術仕様」 に記載される範囲内にする必要があります。

• 前面パネルおよび背面パネルまでの間隔は、次の条件を満たしている必要があります。

– 前面パネルの LED 表示が容易に読めること。

– ポートに無理なくケーブルを接続できること。

スイッチをスタックする予定の場合、ラックの背面に手が届くようにします。背面パネルに手

が届かない場合は、スイッチをラックに搭載する前にスイッチ同士を接続してください。

– AC 電源コンセントからスイッチ背面パネルのコネクタまで AC 電源コードで接続できる位置

にあること。

• ケーブルが、ラジオ、電力系統、蛍光灯などの電気ノイズの発生源から離れている必要がありま

す。ケーブルは、損傷を与える可能性のある装置から必ず十分に離してください。

• スイッチの周囲や通気口のエアーフローが妨げられないようにする必要があります。

• 装置周辺の温度が 113 °F（45 °C）を超えないようにします。

（注） 密閉式ラックまたはマルチラック アセンブリにスイッチを設置すると、スイッチ周辺の温度が

通常の室温より高くなることがあります。

• シスコ イーサネット スイッチには、ファンや送風機などの冷却機構が付属しています。ただし、

このようなファンや送風機は、埃やその他の粒子を引き込むことによって、シャーシ内部に汚染物

質が蓄積し、システム異常を招く可能性があります。

この装置は、できるだけ埃や導電性の異物（工事作業などによる金属薄片など）のない環境に設置

する必要があります。

次の規格では、許容される動作環境および浮遊する粒子状物質の許容レベルについて規定されてい

ます。
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第 2 章      スイッチの設置

スイッチ動作の確認
– Network Equipment Building Systems（NEBS）GR-63-CORE

– National Electrical Manufacturers Association（NEMA）Type 1

– International Electrotechnical Commission（IEC; 国際電気標準会議）IP-20

梱包内容

Cisco.com にあるスイッチのスタートアップ ガイドには梱包内容が記載されています。欠落または破

損している製品がある場合には、シスコの担当者か購入された代理店に連絡してください。

工具および機器

スイッチをラックに搭載する場合は、No. 2 プラス ドライバが必要になります。

スイッチ動作の確認
ラック、壁面、卓上、または棚にスイッチを設置する前に、スイッチに電源を投入し、スイッチが 
POST を正常に実行することを確認します。PC とスイッチを接続して Express Setup を実行する手順

については、スタートアップ ガイドの「Running Express Setup」を参照してください。

スイッチへの電源投入と POST の実行

RPS が設定されている場合は、スイッチと RPS を同じ AC 電源に接続してください。詳細は、「電源コ

ネクタ」（P.1-26）および Cisco RPS のマニュアルを参照してください。

（注） 装置を RPS に接続する場合は RPS を常にスタンバイ モードに設定し、通常操作時はアクティブ モー

ドに設定します。

スイッチに電源を投入するには、AC 電源コードの一端をスイッチの AC 電源コネクタに接続し、もう

一端を AC 電源コンセントに接続します。

DC スイッチに電源を投入する詳細な手順については、付録 C「DC 電源への接続」を参照してくださ

い。

警告 次の Cisco RPS モデルのみを RPS レセプタクルに接続します。

PWR-RPS2300、PWR675-AC-RPS-N1=。ステートメント 370

スイッチの電源を入れると、POST が開始され、スイッチの正常動作を確認するためのテストが実行さ

れます。POST は約 1 分で終了します。

スイッチが POST を開始すると、System、RPS、Master、Status、Duplex、Speed、および Stack の 
LED がグリーンに点灯します。（PoE スイッチでは、POST の開始時に PoE LED もグリーンに点灯し

ます）。システム LED はグリーンに点滅し、その他の LED は継続してグリーンに点灯します。

POST が正常に終了すると、システム LED がグリーンに点灯したままになります。RPS LED はしばら

くの間グリーンに点灯したままになり、その後動作状態に戻ります。他の LED は消灯し、動作状態に

戻ります。POST が失敗すると、システム LED はオレンジに点灯します。
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スタックの計画
（注） POST エラーは通常、修復不能です。スイッチが POST に成功しない場合、購入された代理店にお問い

合わせください。

スイッチの電源切断

POST が正常に完了したら、スイッチから電源コードを取り外します。スイッチをラック、壁面、卓

上、または棚に設置します（「スイッチの設置」（P.2-11）の説明を参照）。

スタックの計画
スイッチをスタックする場合は、次の内容を参照してください。

• 「計画に関する注意事項」（P.2-8） 

• 「電源に関する注意事項」（P.2-8）

• 「ケーブル接続に関する注意事項」（P.2-9）

• 「推奨されるケーブル構成」（P.2-10）

計画に関する注意事項

スタック内の Catalyst 3750 スイッチを接続する前に、プランニングに関する次の注意事項を確認して

ください。

• スイッチのサイズ。スイッチの寸法については付録 A「技術仕様」を参照してください。一部のス

イッチは他のスイッチよりも奥行きがあります。同じサイズのスイッチでまとめてスタックを構成

すると、スイッチ同士を簡単に接続できます。

• ケーブルの長さ。使用する構成によっては、異なるサイズのケーブルが必要になることがありま

す。発注時に StackWise ケーブルの長さを指定していない場合、付属するケーブルは 0.5 m となり

ます。1 m または 3 m のケーブルが必要な場合は、シスコの代理店にご注文ください。ケーブルの

部品番号については、「StackWise ポート」（P.1-25）を参照してください。推奨される構成例につ

いては、「推奨されるケーブル構成」（P.2-10）を参照してください。

• ケーブル接続の妨げにならない背面ポートのスペース。

スイッチをスタックする予定の場合、ラックの背面に手が届くようにします。背面パネルに手が届

かない場合は、スイッチをラックに搭載する前にスイッチ同士を接続してください。

• スイッチ スタック管理の概念および手順については、スイッチのソフトウェア コンフィギュレー

ション ガイドを参照してください。

電源に関する注意事項

スタック内のスイッチに電源を投入する前に、次の注意事項を確認してください。

• スイッチに最初に電源を投入するシーケンスは、スタック マスターになるスイッチに影響を及ぼ

します。
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• 特定のスイッチをスタック マスターにしたい場合は、最初にそのスイッチに電源を投入します。

これにより、そのスイッチがスタック マスターとして設定され、次回選択が行われるまでそのま

まスタック マスターとして機能します。約 10 秒経過してから、スタック内の残りのスイッチに電

源を投入します。

• スタック マスターにしたいスイッチが特にない場合は、10 秒以内にスタック内のすべてのスイッ

チに電源を投入します。これらのスイッチは、スタック マスターの候補となります。10 秒経過し

てから電源が投入されたスイッチは、スタック マスターの選択対象から外されます。

• 既存のスイッチ スタックに対してスイッチの追加や取り外しを行う場合は、その前に対象スイッ

チの電源をオフにします。

（注） スタック マスターの再選択が生じる条件、または手動でスタック マスターを選ぶ方法については、ス

イッチのソフトウェア コンフィギュレーション ガイドの「Managing Switch Stacks」の章を参照して

ください。

ケーブル接続に関する注意事項

この項の図は、スタックの帯域幅と可能なスタック区分を示すケーブル接続の構成例です。

図 2-1 は、全帯域幅の冗長的な StackWise ケーブル接続を使用する Catalyst 3750 スイッチのスタック

例です。

図 2-1 全帯域幅接続を使用するスタックの例

図 2-2 は、StackWise ケーブル接続が不完全な Catalyst 3750 スイッチのスタック例を示します。この

ようなスタックでは、帯域幅を半分しか使用できません。また、接続の冗長性も確保されません。

図 2-2 半分の帯域幅接続を使用するスタックの例

図 2-3 および図 2-4 は、フェールオーバー条件の Catalyst 3750 スイッチを示します。図 2-3 では、リ

ンク B の StackWise ケーブルが不良であるため、帯域幅を半分しか利用できません。また、接続の冗

長性もありません。図 2-4 では、リンク B が不良であるため、2 つのスタックに区分され、スイッチ 1 
とスイッチ 3 がスタック マスターになります。
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スタックの計画
図 2-3 フェールオーバー条件のスタックの例

図 2-4 フェールオーバー条件でスタックが区分される例

推奨されるケーブル構成

ここでは、スイッチをスタックする際に推奨されるケーブル構成について説明します。

垂直ラックまたは卓上にスイッチをスタック

図 2-5 は、付属する 0.5 m の StackWise ケーブルを使用する推奨の構成例です。この例では、スタック

内のスイッチは垂直ラックまたは卓上に設置されています。この構成で冗長接続機能が可能になりま

す。

図 2-5 0.5 m StackWise ケーブルを使用する垂直ラックまたは卓上へのスイッチのスタック
 

図 2-6 の構成例では、3 m の StackWise ケーブルと、付属の 0.5 m StackWise ケーブルを使用していま

す。また、この構成でも冗長接続機能が可能になります。
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図 2-6 0.5 m および 3 m StackWise ケーブルを使用する垂直ラックまたは卓上への Catalyst 3750 ス
イッチのスタック

ラックまたは壁への並列設置

図 2-7 および図 2-8 は、スイッチを並列してラック設置または壁面設置する推奨構成例です。スイッチ

の接続には 1 m および 3 m の StackWise ケーブルを使用します。このような構成で冗長接続が可能に

なります。

図 2-7 並列設置構成で最大 8 台のスイッチをスタックする例

図 2-8 並列設置構成 90532 で 9 台のスイッチをスタックする例

スイッチの設置
ここでは、次の設置手順について説明します。

• 「ラックへの設置」（P.2-12）

• 「壁面への設置」（P.2-27）

• 「卓上または棚へのスイッチの設置」（P.2-30）
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スイッチの設置
ラックへの設置

19 インチまたは 24 インチ ラック（24 インチ ラックでは、オプションのマウント ハードウェアが必

要）に設置する場合は、次に記載されている手順に従います。

• 「スイッチからのネジの取り外し」（P.2-12）

• 「Catalyst 3750G-24TS スイッチへのブラケットの取り付け」（P.2-14）

• 「Catalyst 3750G Integrated Wireless LAN Controller スイッチへのネジの取り付け」（P.2-17）

• 「その他の Catalyst 3750 スイッチへのブラケットの取り付け」（P.2-18）

• 「ラックへのスイッチの取り付け」（P.2-24）

• 「ケーブル ガイドの取り付け」（P.2-26）

（注） 24 インチ ラックにスイッチを設置する場合、オプションのブラケット キットが必要です。このキット

はスイッチに同梱されていません。24 インチ ラックマウント ブラケットおよびハードウェアが入った

キットをシスコでご注文ください。Catalyst 3750G-24TS スイッチの場合、部品番号 
RCKMNT-3550-1.5RU= を注文してください。その他の Catalyst 3750 スイッチの場合、部品番号 
RCKMNT-1RU= を注文してください。Catalyst 3750G-24WS-S25 および 3750G-24WS-S50 スイッチ

は 24 インチ ラックへの設置をサポートしていません。

スイッチからのネジの取り外し

ラックにスイッチを設置する場合は、まず、スイッチ シャーシのネジを外し、マウント ブラケットを

取り付けられるようにする必要があります。

• 図 2-9、図 2-10、および図 2-11 に、1 ラックユニット（RU）スイッチのシャーシのネジを取り外

す方法を示します。

• 図 2-12 に、1.5 RU スイッチのネジをシャーシから取り外す手順を示します。

• 図 2-13 に、2 RU スイッチのネジをシャーシから取り外す手順を示します。

警告 ラックに装置を取り付けたり、ラック内の装置のメンテナンス作業を行ったりする場合は、
事故を防ぐため、装置が安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。安全
を確保するために、次の注意事項を守ってください。

• ラックに設置する装置が 1 台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

• ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に取り付け

ます。

• ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装置を設置

したり、ラック内の装置を保守してください。ステートメント 1006
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図 2-9 Catalyst 3750-24TS、3750V2-24TS、3750G-24T、3750-24PS、3750V2-24PS、

3750-48TS、3750-48PS、3750V2-48PS、および 3750G-16TD スイッチからのネジの取り外

し

図 2-10 Catalyst 3750G-24TS-1U、3750G-24PS、3750G-48PS、および 3750G-48TS スイッチか

らのネジの取り外し

図 2-11 Catalyst 3750G-12S および 3750-12S-SD スイッチからのネジの取り外し

Catalyst 3750 SERIES

23X

24X
1

2

16
17 18

19 20
21 22

23 24

86
81

9
12

61
43

40 41 42 43 44 45 46 47 48

47X

48X

Catalyst 3750G SERIES

49

50

51

52

Catalyst 3750 SERIES

16

8

12

9
10

11

97
17

0

2-13
Catalyst 3750 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-6336-10-J



 

第 2 章      スイッチの設置
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図 2-12 3750G-24TS スイッチからのネジの取り外し

図 2-13 3750G-24WS-S25 および 3750G-24WS-S50 スイッチからのネジの取り外し

Catalyst 3750G-24TS スイッチへのブラケットの取り付け

使用するブラケットとブラケットの向きは、ブラケットを取り付けるラック（19 インチまたは 24 イン

チ）によって決まります。

図 2-14 ～図 2-19 に、スイッチの片側への各種ブラケットの取り付け方法を示します。同じ手順で、

スイッチの反対側にもブラケットを取り付けます。
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図 2-14 19 インチ ラック（前面パネル前方）へのブラケットの取り付け

図 2-15 24 インチ ラック（前面パネル前方）へのブラケットの取り付け
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スイッチの設置
図 2-16 19 インチ ラック（背面パネル前方）へのブラケットの取り付け

図 2-17 24 インチ ラック（背面パネル前方）へのブラケットの取り付け

図 2-18 19 インチ Telco ラック用ブラケットの取り付け
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図 2-19 24 インチ Telco ラック用ブラケットの取り付け

Catalyst 3750G Integrated Wireless LAN Controller スイッチへのネジの取り付け

ワイヤレス LAN コントローラ スイッチは 19 インチ ラックにのみ設置できます。ここでは、Catalyst 
3750G-24WS-S25 および 3750G-24WS-S50 スイッチに 19 インチ ブラケットを取り付ける方法につい

て説明します。図 2-20、図 2-21、および図 2-22 に、スイッチの片側にブラケットを取り付ける方法

を示します。同じ手順で、スイッチの反対側にもブラケットを取り付けます。19 インチ ラックの場合

は、部品番号が 700-21419-XX を使用します。

図 2-20 19 インチ ラック（前面パネル前方）へのブラケットの取り付け
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図 2-21 19 インチ ラック（背面パネル前方）へのブラケットの取り付け

図 2-22 19 インチ Telco ラック用ブラケットの取り付け

その他の Catalyst 3750 スイッチへのブラケットの取り付け

ここでは、次の Catalyst 3750 スイッチにブラケットを取り付ける方法について説明します。

• Catalyst 3750-24TS、3750V2-24TS、および 3750G-24TS

• Catalyst 3750G-24T

• Catalyst 3750-24FS および Catalyst 3750V2-24FS

• Catalyst 3750G-12S および 3750G-12S-SD

• Catalyst 3750-24PS、3750V2-24PS、および 3750G-24PS

• Catalyst 3750-48PS、3750V2-48PS、および 3750G-48PS

• Catalyst 3750G-16TD

• Catalyst 3750-48TS、3750V2-48TS、および 3750G-48TS
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ブラケットの方向と使用するブラケットは、ブラケットの取り付け先が 19 インチ、23 インチ、24 イ
ンチ ラック、ETSI ラックのいずれかによって決まります。図 2-23 にブラケットの選択肢を示します。

図 2-23 ラックマウント ブラケット

• 19 インチ ラックの場合、部品番号 700-08209-XX を使用します。また、「19 インチ ラックおよび 
19 インチ Telco ラックへのブラケットの取り付け」（P.2-19）を参照してください。

• 23 インチ ラックの場合、部品番号 700-21646-XX を使用します。また、「23 インチ ラック用ブラ

ケットの取り付け」（P.2-21）を参照してください。

• 24 インチ ラックの場合、部品番号 700-12398-XX を使用します。また、「24 インチ ラックおよび 
24 インチ Telco ラックへのブラケットの取り付け」（P.2-22）を参照してください。

• ETSI ラックの場合、部品番号 700-19781XX を使用します。また、「ETSI ラックへのネジの取り

付け」（P.2-23）を参照してください。

19 インチ ラックおよび 19 インチ Telco ラックへのブラケットの取り付け

この項の図 2-24 ～図 2-27 では、19 インチ ラックにブラケットを取り付ける方法を示します。これら

の図に、スイッチの片側への各種ブラケットの取り付け方法を示します。同じ手順で、スイッチの反対

側にもブラケットを取り付けます。
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図 2-24 19 インチ ラック（前面パネル前方）へのブラケットの取り付け

図 2-25 19 インチ ラック（背面パネル前方）へのブラケットの取り付け

図 2-26 19 インチ ラック用ブラケットの取り付け 
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図 2-27 19 インチ Telco ラック用ブラケットの取り付け

23 インチ ラック用ブラケットの取り付け

この項の図 2-28 と図 2-29 では、23 インチ ラックにブラケットを取り付ける方法を示します。これら

の図に、スイッチの片側への各種ブラケットの取り付け方法を示します。同じ手順で、スイッチの反対

側にもブラケットを取り付けます。

図 2-28 23 インチ ラック（前面パネル前方）へのブラケットの取り付け

図 2-29 23 インチ ラック（背面パネル前方）へのブラケットの取り付け

1 フラットヘッド ネジ

Catalyst 3750 SERIES

13X

14X

23X

24X

11X

12X

1
2

9 10
11 12

13 14
15 16

17 18
19 20

21 22
23 24

86
56

4

1

1 フラットヘッド ネジ

1

13
29

68

MODE

RPS

STAT
DUPLX
SPEED

MASTR

STACK

SYST

1 フラットヘッド ネジ

13
29

69

1

2-21
Catalyst 3750 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-6336-10-J



 

第 2 章      スイッチの設置

スイッチの設置
24 インチ ラックおよび 24 インチ Telco ラックへのブラケットの取り付け

この項の図 2-30、図 2-31、および図 2-32 では、ESTI ラックにブラケットを取り付ける方法を示しま

す。これらの図に、スイッチの片側への各種ブラケットの取り付け方法を示します。同じ手順で、ス

イッチの反対側にもブラケットを取り付けます。

図 2-30 24 インチ ラック（前面パネル前方）へのブラケットの取り付け

図 2-31 24 インチ ラック（背面パネル前方）へのブラケットの取り付け
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スイッチの設置
図 2-32 24 インチ Telco ラック用ブラケットの取り付け

ETSI ラックへのネジの取り付け

この項の図 2-33 と図 2-34 では、ETSI ラックにブラケットを取り付ける方法を示します。これらの図

に、スイッチの片側への各種ブラケットの取り付け方法を示します。同じ手順で、スイッチの反対側に

もブラケットを取り付けます。

図 2-33 ETSI ラック（前面パネル前方）へのブラケットの取り付け

図 2-34 ETSI ラック（背面パネル前方）へのブラケットの取り付け
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スイッチの設置
ラックへのスイッチの取り付け

スイッチにブラケットを取り付けたら、図 2-35、図 2-36、および図 2-37 に示すように、付属の 4 本
の No.12 プラス 小ネジを使用して、ブラケットをラックに固定します。

図 2-35 ラックへの Catalyst 3750G-24TS スイッチの取り付け

図 2-36 ラックへのその他の Catalyst 3750 スイッチの取り付け
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スイッチの設置
図 2-37 ラックへの Catalyst 3750G-24WS-S25 および 3750G-24WS-S50 スイッチの取り付け
 

ラックへのスイッチの取り付け後、場合によっては、次の作業を実行して取り付けを完了し、セット

アップ プログラムを実行し、スイッチにアクセスする必要があります。

• （任意）スタック内のスイッチを接続します。「StackWise ポートへの StackWise ケーブルの接続」

（P.2-30）を参照してください。

• スイッチの電源を入れます。「スイッチ動作の確認」（P.2-7）を参照してください。スイッチをス

タックする場合、電源投入に関する注意事項については、「計画に関する注意事項」（P.2-8）を参

照してください。

• 10/100 または 10/100/1000 ポートに接続し、Express Setup を実行します。手順については、

『Catalyst 3750 Switch Getting Started Guide』を参照してください。

• 前面パネルのポートに接続します。「10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続」（P.2-40）および

「SFP モジュールへの接続」（P.2-42）を参照し、設置を完了します。

CLI セットアップ プログラムを使用する設定手順については、付録 D「CLI ベースのセットアップ プ
ログラムによるスイッチの設定」を参照してください。

CLI を使用するには、ターミナル プログラムを使用してコンソール ポートから、または Telnet を使用

してネットワークから、Switch> プロンプトにコマンドを入力します。設定情報については、スイッチ

のソフトウェア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リファレンスを参照してく

ださい。
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スイッチの設置
ケーブル ガイドの取り付け

ケーブルがスイッチの前面パネルやラック内の他の装置の妨げにならないように、ケーブル ガイドを

取り付けることを推奨します。図 2-38、図 2-39、および図 2-40 に示すように、付属の黒色のネジを

使用して、左右どちらかのブラケットにケーブル ガイドを取り付けます。

図 2-38 24 ポート Catalyst 3750 スイッチへのケーブル ガイドの取り付け 

（注） 48 ポート Catalyst 3750 スイッチには、図 2-39 に示すケーブル ガイドが付属しています。このケーブ

ル ガイドは、最大 48 本のケーブルを固定します。付属する黒いネジを使用して、左側のブラケットに

取り付けます。

図 2-39 48 ポート Catalyst 3750 スイッチへのケーブル ガイドの取り付け
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スイッチの設置
図 2-40 Catalyst 3750 Integrated Wireless LAN Controller スイッチへのケーブル ガイドの取り付け

壁面への設置

次のスイッチは、前面パネルを上に向けた状態で壁面に取り付けます。

• Catalyst 3750-24FS、Catalyst 3750V2-24FS 

• Catalyst 3750-24TS、3750-48TS、3750-24PS、3750-48PS

• Catalyst 3750G-12S、3750G-12S-SD

• Catalyst 3750G-24T、3750G-24TS、3750G-24TS-1U

• Catalyst 3750G-24PS、3750G-48PS

• Catalyst 3750G-16TD

次のスイッチは、前面パネルを上または下に向けた状態で壁面に取り付けます。

• Catalyst 3750V2-24TS、3750V2-48TS

• Catalyst 3750V2-24PS、3750V2-48PS

これらのスイッチは壁面設置をサポートしていません。次のスイッチは壁面に設置しないでください。

• Catalyst 3750G-24WS-S25

• Catalyst 3750G-24WS-S50

ここでは、Catalyst 3750G-24TS スイッチの手順を例として示します。

警告 壁面への設置手順をよく読んでから、設置を開始してください。適切なハードウェアを使用しなかっ
た場合、または、正しい手順に従わなかった場合は、人体に危険が及んだり、システムが破損したり
する可能性があります。ステートメント 378

壁面にスイッチを設置する場合の手順は、次のとおりです。

• 「壁面へ設置する場合のスイッチへのブラケットの取り付け」（P.2-28）

• 「RPS コネクタ カバーの取り付け」（P.2-28）

• 「壁面へのスイッチの取り付け」（P.2-29）

1 ケーブル ガイド ネジ

Catalyst 3750G SERIES PoE-24Wireless LAN Controller

SYST
RPS
MASTR
STAT
DUPLX
SPEED
STACK
PoE

1X

2X

11X

12X

1 2 3 4
5 6

7 8
9 10

11 12

13X

14X

23X

24X

13 14
15 16

17 18
19 20

21 22
23 24

25
26

1

14
17

35
2-27
Catalyst 3750 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-6336-10-J



 

第 2 章      スイッチの設置

スイッチの設置
壁面へ設置する場合のスイッチへのブラケットの取り付け

図 2-41 に、スイッチの片側に 19 インチ ブラケットを取り付ける手順を示します。同じ手順で、ス

イッチの反対側にもブラケットを取り付けます。

図 2-41 壁面に設置する場合の 19 インチ ブラケットの取り付け
 

RPS コネクタ カバーの取り付け

スイッチと一緒に RPS を使用しない場合は、図 2-42 に示すように、2 本のプラスのべネジを使用し

て、スイッチの背面に RPS コネクタ カバーを取り付けます。

警告 RPS がスイッチに接続されていない場合は、スイッチの裏側に RPS コネクタ カバーを取り付けてく
ださい。ステートメント 265

図 2-42 スイッチへの RPS コネクタ カバーの取り付け
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スイッチの設置
壁面へのスイッチの取り付け

スイッチおよびケーブルを確実に支えるために、スイッチを壁面の間柱、または固定した合板の背板に

しっかりと取り付けてください。前面パネルが上向きになるようにしてスイッチを取り付けます

（図 2-43 を参照）。

前面パネルを下に向けて取り付けることも可能なスイッチについては、「壁面への設置」（P.2-27）を参

照してください。

警告 壁面への設置手順をよく読んでから、設置を開始してください。適切なハードウェアを使用しなかっ
た場合、または、正しい手順に従わなかった場合は、人体に危険が及んだり、システムが破損したり
する可能性があります。ステートメント 378

図 2-43 壁面へのスイッチの取り付け

壁面にスイッチを取り付けた後、場合によっては、次の作業を実行して取り付けを完了し、セットアッ

プ プログラムを実行し、スイッチにアクセスする必要があります。

• （任意）スタック内のスイッチを接続します。「StackWise ポートへの StackWise ケーブルの接続」

（P.2-30）を参照してください。

• スイッチの電源を入れます。「スイッチ動作の確認」（P.2-7）を参照してください。スイッチをス

タックする場合、電源投入に関する注意事項については、「計画に関する注意事項」（P.2-8）を参

照してください。

• 10/100 または 10/100/1000 ポートに接続し、Express Setup を実行します。手順については、

『Catalyst 3750 Switch Getting Started Guide』を参照してください。
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StackWise ポートへの StackWise ケーブルの接続
• 前面パネルのポートに接続します。「10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続」（P.2-40）および

「SFP モジュールへの接続」（P.2-42）を参照し、設置を完了します。

CLI セットアップ プログラムを使用する設定手順については、付録 D「CLI ベースのセットアップ プ
ログラムによるスイッチの設定」を参照してください。

CLI を使用するには、ターミナル プログラムを使用してコンソール ポートから、または Telnet を使用

してネットワークから、Switch> プロンプトにコマンドを入力します。設定情報については、スイッチ

のソフトウェア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リファレンスを参照してく

ださい。

卓上または棚へのスイッチの設置

卓上または棚にスイッチを設置する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 マウント キットの中でゴム製の脚が付いている粘着ストリップを用意します。4 つのゴム製の脚をス

イッチ底面のくぼみに取り付けます。

ステップ 2 AC 電源近くの卓上または棚にスイッチを置きます。

卓上にスイッチを設置した後、場合によっては、次の作業を実行して取り付けを完了し、セットアップ 
プログラムを実行し、スイッチにアクセスする必要があります。

• （任意）スタック内のスイッチを接続します。「StackWise ポートへの StackWise ケーブルの接続」

（P.2-30）を参照してください。

• スイッチの電源を入れます。「スイッチ動作の確認」（P.2-7）を参照してください。スイッチをス

タックする場合、電源投入に関する注意事項については、「計画に関する注意事項」（P.2-8）を参

照してください。

• 10/100 または 10/100/1000 ポートに接続し、Express Setup を実行します。手順については、

『Catalyst 3750 Switch Getting Started Guide』を参照してください。

• 前面パネルのポートに接続します。「10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続」（P.2-40）および

「SFP モジュールへの接続」（P.2-42）を参照し、設置を完了します。

CLI セットアップ プログラムを使用する設定手順については、付録 D「CLI ベースのセットアップ プ
ログラムによるスイッチの設定」を参照してください。

CLI を使用するには、端末エミュレーション プログラムを使用してコンソール ポートから、または 
Telnet を使用してネットワークから、Switch> プロンプトにコマンドを入力します。設定情報について

は、スイッチのソフトウェア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リファレンス

を参照してください。

StackWise ポートへの StackWise ケーブルの接続
次の手順で、StackWise ポートに StackWise ケーブルを接続します。

ステップ 1 StackWise ケーブルと StackWise ポートからダスト カバーを取り外し、再使用できるように保管して

おきます。

ステップ 2 StackWise ケーブルの一端をスイッチ背面の StackWise ポートに差し込みます。（図 2-44 を参照）。
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StackWise ポートへの StackWise ケーブルの接続
（注） スイッチの相互接続には必ずシスコ認定の StackWise ケーブルを使用してください。

図 2-44 StackWise ポートへの StackWise ケーブルの挿入

ステップ 3 StackWise ケーブルの窓を使用して、コネクタを正しい位置に合わせます。ネジをしっかり締めて固定

してください。

ステップ 4 ケーブルの反対側を接続先スイッチのコネクタに差し込み、ネジを締めて固定します。

注意 StackWise ケーブルの取り外しや取り付けを行うと、ケーブルの耐用期間が短くなる場合が

あります。必要な場合以外には、ケーブルの取り外しや取り付けを行わないようにしてくだ

さい。

使用しないときは、ほこりから保護するためにコネクタにダスト カバーを取り付けてください。

コネクタから StackWise ケーブルを取り外す必要がある場合は、コネクタを取り外す前に接続してい

るネジを完全に外します。また、StackWise ポートから適切なネジを取り外します。
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StackWise ポートへの StackWise ケーブルの接続
図 2-45 に適切な取り外し手順を示します。

図 2-45 StackWise ポートからの StackWise ケーブルの適切な取り外し方法

注意 図 2-46 に示す手順を使用してケーブルを取り外さないでください。

図 2-46 StackWise ポートからの StackWise ケーブルの不適切な取り外し方法
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第 2 章      スイッチの設置

SFP モジュールの取り付けおよび取り外し
SFP モジュールの取り付けおよび取り外し
ここでは、SFP モジュールの取り付けおよび取り外し方法について説明します。SFP モジュールは、

Catalyst 3750 スイッチの前面にある SFP モジュール スロットに挿入します。現地交換が可能なこれら

のモジュールには、アップリンク インターフェイスが用意されています。

SFP モジュールは、任意の組み合わせで使用できます。Catalyst 3750 スイッチがサポートする SFP モ
ジュールの一覧については、Catalyst 3750 のリリース ノートを参照してください。各ポートの波長は、

ケーブルの接続先の波長仕様と一致している必要があります。また、信頼性の高い通信を実現するため

には、ケーブル長の制限値を超えないようにする必要があります。SFP 接続用のケーブルの条件につ

いては、「設置に関する注意事項」（P.2-6） を参照してください。

Catalyst 3750 スイッチには、シスコ製 SFP モジュールだけを使用してください。SFP モジュールには

すべて、セキュリティ情報がエンコードされた内部シリアル EEPROM が装着されています。この情報

により、シスコはその SFP モジュールがスイッチの要件を満たしているかどうかを識別し、検証する

ことができます。

SFP モジュールの取り付け、取り外し、ケーブル接続についての詳細は、SFP モジュールのマニュア

ルを参照してください。

SFP モジュール スロットへの SFP モジュールの取り付け

図 2-47 に、ベールクラスプ ラッチ付きの SFP モジュールを示します。

注意 ケーブル、ケーブル コネクタ、または SFP モジュールの光インターフェイスが破損する可能性があ

るため、決して光ファイバ ケーブルを取り付けたまま光ファイバ SFP モジュールを着脱しないでく

ださい。すべてのケーブルを取り外してから、SFP モジュールの取り外しまたは取り付けを行って

ください。

SFP モジュールの取り外しや取り付けを行うと、モジュールの耐用期間が短くなる可能性がありま

す。必要な場合以外には、SFP モジュールの取り外しや取り付けを行わないようにしてください。

図 2-47 ベール クラスプ ラッチ付きの SFP モジュール

SFP モジュールを SFP モジュール スロットに挿入するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 静電気防止用リスト ストラップを手首に巻き、ストラップの機器側をシャーシの塗装されていない金

属面に取り付けます。

ステップ 2 SFP モジュールは、送信側（TX）および受信側（RX）の印があるほうが上面です。

86
57
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第 2 章      スイッチの設置

SFP モジュールの取り付けおよび取り外し
（注） SFP モジュールによっては、送信と受信（TX と RX）の印の代わりに、接続の方向（TX か 
RX か）を示す矢印が付いている場合もあります。

ステップ 3 SFP モジュールをスロットの開口部前面に合わせます。

ステップ 4 SFP モジュールをスロットに差し込み、モジュールのコネクタがスロットの奥に装着された感触があ

るまで押します。

図 2-48 SFP モジュール スロットへの SFP モジュールの取り付け

ステップ 5 光ファイバ SFP モジュールの光ポートからダスト プラグを取り外し、再使用できるように保管してお

きます。

注意 ケーブル接続の準備が整うまで、光ファイバ SFP モジュール ポートのダスト プラグや光ファイバ 
ケーブルのゴム製キャップを外さないでください。これらのプラグおよびキャップは、SFP モ
ジュール ポートおよびケーブルを汚れや周辺光から保護する役割を果たします。

ステップ 6 SFP モジュールにケーブル コネクタを差し込みます。

• 光ファイバ SFP モジュールの場合、LC または MT-RJ ケーブル コネクタを SFP モジュールに差し

込みます。

• 銅線 SFP モジュールの場合、RJ-45 ケーブル コネクタを SFP モジュールに差し込みます。

（注） 1000BASE-T SFP モジュールに接続する場合は、必ずカテゴリ 5 以上の 4 ツイストペア ケーブ

ルを使用してください。

SFP モジュール スロットからの SFP モジュールの取り外し

モジュール スロットから SFP モジュールを取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 静電気防止用リスト ストラップを手首に巻き、ストラップの機器側をシャーシの塗装されていない金

属面に取り付けます。
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XENPAK モジュール（Catalyst 3750G-16TD スイッチ）の取り付けと取り外し
ステップ 2 SFP モジュールからケーブルを取り外します。

ヒント ケーブル コネクタ プラグを再び取り付ける際には、送信（TX）と受信（RX）を間違えないように注

意してください。

ステップ 3 SFP モジュールのロックを解除して、取り外します（図 2-49 を参照）。

ベールクラスプ ラッチ付きのモジュールの場合は、ベールを下げて、モジュールを取り外します。

ベールクラスプ ラッチが手の届きにくい場所にあり、人差し指でラッチを解除できない場合には、小

型マイナス ドライバなどの細長い工具を使用してラッチを解除します。

図 2-49 マイナス ドライバを使用したベールクラスプ ラッチ SFP モジュールの取り外し

警告 Catalyst 3750-12S スイッチと 100BASE-FX MMF Small Form-Factor Pluggable（SFP）モ
ジュール（モジュール番号 GLC-GE-100FX）が実行されている場合、取り外した SFP モジュール
の表面温度は高い可能性があります。ステートメント 377

ステップ 4 親指と人差し指で SFP モジュールをはさみ、モジュール スロットから慎重に外します。

ステップ 5 光ファイバ SFP モジュールの場合、光インターフェイスが汚れないように、SFP モジュールの光ポー

トにダスト プラグを取り付けます。

ステップ 6 取り外した SFP モジュールは、静電気防止用袋に収めるか、その他の保護環境下に置いてください。

XENPAK モジュール（Catalyst 3750G-16TD スイッチ）
の取り付けと取り外し

ここでは、XENPAK モジュールの取り付けおよび取り外し方法について説明します。

• 「SFP モジュール スロットからの SFP モジュールの取り外し」（P.2-34）

• 「XENPAK モジュールの取り外し」（P.2-38）

1 ベール クラ

スプ
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XENPAK モジュール（Catalyst 3750G-16TD スイッチ）の取り付けと取り外し
XENPAK モジュールは、Catalyst 3750G-16TD スイッチの前面パネルにある XENPAK モジュール ス
ロットに挿入します。現地交換可能なこれらのトランシーバ モジュールには、10 ギガビット インター

フェイスが用意されています。

（注） 10 ギガビット イーサネット XENPAK モジュールは、スイッチ ソフトウェア マニュアルでは 10 ギガ

ビット イーサネット モジュール ポートとも記載されています。

Catalyst 3750 スイッチがサポートする XENPAK モジュールの一覧については、Catalyst 3750G-16TD 
のリリース ノートを参照してください。Catalyst 3750G-16TD スイッチには、シスコ製 XENPAK モ
ジュールだけを使用してください。XENPAK モジュールにはすべて、セキュリティ情報がエンコード

された内部シリアル EEPROM が装着されています。この情報により、シスコはその XENPAK モ
ジュールがスイッチの要件を満たしているかどうかを識別し、検証することができます。

XENPAK モジュール接続のケーブルの要件については、表 B-2（P.B-4）を参照してください。

XENPAK モジュールの取り付け、取り外し、ケーブル接続、およびトラブルシューティングについて

の詳細は、XENPAK モジュールのマニュアルを参照してください。

XENPAK モジュールの取り付け

図 2-50 は XENPAK モジュールです。

注意 ケーブル、ケーブル コネクタ、または XENPAK モジュールの光インターフェイスが破損するおそ

れがあるため、決して光ファイバ ケーブルを取り付けたまま光ファイバ XENPAK モジュールを着

脱しないでください。すべてのケーブルを取り外してから、XENPAK モジュールの取り外しまた

は取り付けを行ってください。

注意 ケーブル接続の準備が整うまで、光ファイバ XENPAK モジュールのダスト プラグや光ファイバ 
ケーブルのゴム製キャップを外さないでください。これらのプラグおよびキャップは、XENPAK 
モジュール ポートおよびケーブルを汚れや周辺光から保護する役割を果たします。
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XENPAK モジュール（Catalyst 3750G-16TD スイッチ）の取り付けと取り外し
図 2-50 XENPAK モジュール

XENPAK モジュールを挿入するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 静電気防止用リスト ストラップを手首に巻き、ストラップの機器側をシャーシの塗装されていない金

属面に取り付けます。

ステップ 2 XENPAK モジュール スロット カバーから 2 つのプラスネジをはずして、あとで使用できるよう保管し

ておきます。

ステップ 3 図 2-51 に示すようにカバーを取り外します。

図 2-51 XENPAK モジュール スロット カバーの取り外し

ステップ 4 保護パッケージから XENPAK モジュールを取り外します。

1 非脱落型ネジ 3 光ボアの送信
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XENPAK モジュール（Catalyst 3750G-16TD スイッチ）の取り付けと取り外し
ステップ 5 XENPAK モジュールをモジュール スロット内部のガイド レールに合わせて、XENPAK モジュールの

前面プレートの裏がスイッチの前面プレートにぴったり重なるまで、開口部にモジュールを押し込みま

す。（図 2-52 を参照）。

図 2-52 Catalyst 3750G-16TD スイッチへの XENPAK モジュールの取り付け

ステップ 6 2 つの非脱落型ネジを締めて、XENPAK モジュールを正しい位置で固定します。非脱落型ネジをきつ

く締めすぎないようにしてください。

XENPAK モジュールの取り外し

XENPAK モジュールを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リスト ストラップを手首に巻き、ストラップの機器側をシャーシの塗装されていない金

属面に取り付けます。

ステップ 2 XENPAK モジュールからケーブルを取り外します。光ファイバ モジュールの場合、光ボア ダスト プ
ラグを取り付けます。

ステップ 3 スロットに XENPAK モジュールを固定している 2 つの非脱落型取り付けネジを緩めます。

ステップ 4 2 つの非脱落型取り付けネジをゆっくりと引き出し、スロットから XENPAK モジュールを取り外しま

す。

ステップ 5 XENPAK モジュールの端を持ち、スロットからゆっくりと引き出します（図 2-53 を参照）。

1 光ボアのダスト プラグ 2 非脱落型ネジ
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XENPAK モジュール（Catalyst 3750G-16TD スイッチ）の取り付けと取り外し
図 2-53 XENPAK モジュールの取り外し

ステップ 6 2 つのプラスヘッドネジを使用して、XENPAK モジュール スロット カバーをスイッチの前面パネルに

取り付けます（図 2-54 を参照）。

警告 ブランクの前面プレート（フィラー パネル）には、シャーシ内の危険な電圧および電流による感電を
防ぐ、他の装置への Electromagnetic Interference（EMI; 電磁波干渉）の影響を防ぐ、および
シャーシ内の冷却用空気の流れを適切な状態に保つという 3 つの重要な役割があります。必ずすべて
のカードおよび前面プレートを正しく取り付けた状態で、システムを運用してください。ステートメ
ント 156

図 2-54 XENPAK モジュール スロット カバーの取り付け
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10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続
10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続
スイッチの 10/100 および 10/100/1000 ポートは、接続先装置の速度で動作するように、自動的に設定

されます。接続先のポートが自動ネゴシエーションをサポートしていない場合は、速度およびデュプ

レックスのパラメータを明示的に設定できます。自動ネゴシエーション機能のない装置または手動で速

度とデュプレックスのパラメータが設定されている装置に接続すると、パフォーマンスの低下やリンク

障害が発生することがあります。

最大限のパフォーマンスを実現するためには、次のいずれかの方法でイーサネット ポートを設定して

ください。

• 速度とデュプレックスの両方について、ポートに自動ネゴシエーションを実行させます。

• 接続の両側でポートの速度とデュプレックスに関するパラメータを設定します。

警告 絶縁されていない金属接点、導体、または端子を Power over Ethernet（PoE）回路の相互接続に
使用すると、電圧によって感電事故が発生することがあります。危険性を認識しているユーザまたは
保守担当者だけに立ち入りが制限された場所を除いて、このような相互接続方式を使用しないでくだ
さい。立ち入りが制限された場所とは、特殊な工具、錠と鍵、またはその他のセキュリティ手段を使
用しないと入れない場所を意味します。ステートメント 1072

Cisco IP Phone、Cisco Aironet Access Point、または IEEE 802.3af に互換性のあるエンド デバイスを

接続するときに、PoE を自動的に提供するように 10/100 および 10/100/1000 PoE ポートをスイッチに

設定できます。また、IP 電話またはアクセス ポイントを接続する場合でも、PoE を提供しないように

設定することもできます。デフォルト設定は Auto です。ESD による損傷を防ぐために、基板およびコ

ンポーネントの取り扱い手順に従ってください。

スイッチ 10/100 および 10/100/1000 ポートを他の装置に接続する際に正しいケーブルを選択するには、

表 2-1 のガイドラインを参照してください。ケーブルのピン割り当てについては、「ケーブルおよびア

ダプタの仕様」（P.B-6）を参照してください。

CLI で mdix auto インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用すると、Automatic 
Medium-Dependent Interface crossover（auto-MDIX）機能をイネーブルにすることができます。

auto-MDIX 機能がイネーブルになっている場合、スイッチで銅線イーサネット接続に必要なケーブル 
タイプが検出され、それに応じてインターフェイスが設定されます。したがって、スイッチ上の 
10/100、10/100/1000、または 1000BASE-T の銅線 SFP モジュール ポートには、接続先装置のタイプ

に関係なく、クロス ケーブルとストレート ケーブルのいずれも使用できます。

表 2-1 推奨されるイーサネット ケーブル

装置 クロス ケーブル1

1. 100BASE-TX および 1000BASE-T トラフィックでは、4 ツイストペアのカテゴ
リ 5 以上のケーブルが必要です。10BASE-T トラフィックでは、カテゴリ 3 ま
たはカテゴリ 4 のケーブルを使用できます。

ストレート ケーブル1

スイッチとスイッチ Yes No

スイッチとハブ Yes No

スイッチとコンピュー

タ

またはサーバ

No Yes

スイッチとルータ No Yes

スイッチと IP Phone No Yes
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10/100 および 10/100/1000 ポートへの接続
Cisco IOS Release 12.2(18)SE 以上が作動するスイッチでは、デフォルトで auto-MDIX 機能がイネー

ブルに設定されます。Cisco IOS Release 12.1(14)EA1 ～ 12.2(18)SE のリリースでは、auto-MDIX 機
能がデフォルトの設定でディセーブルになります。この機能の設定については、スイッチのソフトウェ

ア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リファレンスを参照してください。

次の手順で 10BASE-T、100BASE-TX、または 1000BASE-T 装置に接続します。

注意 PoE の障害は適合しないケーブルや受電デバイスが PoE ポートに接続された場合に起こります。シ

スコ独自規格の IP Phone およびワイヤレス アクセス ポイント、または IEEE 802.3af に準拠した装

置を PoE ポートに接続する場合は、必ず規格に適合したケーブル配線を使用してください。PoE エ
ラーの原因になるケーブルまたは装置はネットワークから取り除く必要があります。

ステップ 1 スイッチをワークステーション、サーバ、ルータ、および Cisco IP Phone に接続する場合は、前面パ

ネルの RJ-45 コネクタにストレート ケーブルを接続します。（図 2-55 を参照）。スイッチを他のスイッ

チまたはリピータに接続する場合、クロス ケーブルを使用します（ケーブルのピン割り当てについて

は、「ケーブルおよびアダプタの仕様」（P.B-6）を参照してください）。

スイッチを 1000BASE-T 対応装置に接続する場合は、必ずカテゴリ 5 以上の 4 ツイストペア ケーブル

を使用してください。

Catalyst 3750 スイッチを Cisco IP Phone に接続するには、ストレート型 4 ツイストペア カテゴリ 5 以
上のケーブルを使用します。一部の Cisco IP Phone の背面パネルには、複数の RJ-45 コネクタがあり

ます。Cisco IP Phone をスイッチに接続するには、LAN-to-phone コネクタを使用します。装置の接続

について詳しくは、Cisco IP Phone のマニュアルを参照してください。

（注） IEEE 802.3af を完全にはサポートしていない Cisco IP Phone やアクセス ポイントなど、旧型

の受電デバイスの多くは、クロス ケーブルでスイッチに接続すると PoE に対応できない場合

があります。

ステップ 2 接続先装置の RJ-45 コネクタに、ケーブルのもう一方の端を接続します。スイッチと接続先装置の両

方でリンクが確立されると、ポート LED が点灯します。

Spanning Tree Protocol（STP; スパニング ツリー プロトコル）がトポロジを検出し、ループの有無を

確認している間、LED はオレンジに点灯します。このプロセスには 30 秒ほどかかり、その後、ポート 
LED はグリーンに点灯します。ポート LED が点灯しない場合は、接続先装置の電源がオンになってい

ないか、ケーブルまたは接続先装置に取り付けられているアダプタに障害がある可能性があります。

ケーブルに関する問題の解決方法については、第 3 章「トラブルシューティング」を参照してくださ

い。

ステップ 3 必要に応じて、接続先装置を再設定してから再起動します。

ステップ 4 ステップ 1 ～ 3 を繰り返して、各装置を接続します。
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第 2 章      スイッチの設置

SFP モジュールへの接続
図 2-55 イーサネット ポートへの接続

SFP モジュールへの接続
ここでは、SFP モジュールへの接続方法について説明します。

• 光ファイバ SFP モジュールへの接続方法については、「1000BASE-T SFP モジュールへの接続」を

参照してください。

• 1000BASE-T SFP モジュールへの接続方法については、「1000BASE-T SFP モジュールへの接続」

を参照してください。

• SFP モジュールの取り付けおよび取り外し手順については、「SFP モジュールの取り付けおよび取

り外し」（P.2-33）を参照してください。

光ファイバ SFP モジュールへの接続

次の手順で光ファイバ ケーブルを SFP モジュールに接続します。

警告 クラス 1 レーザー製品です。ステートメント 1008

注意 ケーブル接続の準備が整うまで、SFP モジュール ポートのゴム製プラグや光ファイバ ケーブルのゴ

ム製キャップを外さないでください。これらのプラグおよびキャップは、SFP モジュール ポートお

よびケーブルを汚れや周辺光から保護する役割を果たします。

スイッチを SFP モジュールに接続する前に、「設置に関する注意事項」（P.2-6）および「SFP モ
ジュール スロット」（P.1-13）のポートおよびケーブルの項をお読みください。

ステップ 1 モジュール ポートと光ファイバ ケーブルからゴム製プラグを取り外し、再使用できるように保管して

おきます。

ステップ 2 光ファイバ ケーブルの一端を、SFP モジュール ポートに取り付けます（図 2-56 を参照）。

ステップ 3 ケーブルのもう一端を、接続先装置の光ファイバ レセプタクルに取り付けます。
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SFP モジュールへの接続
ステップ 4 ポート ステータス LED を確認します。

• スイッチと接続先装置がリンクを確立すると、LED はグリーンに点灯します。

• STP がネットワーク トポロジを検出し、ループの有無を確認している間、LED はオレンジに点灯

します。このプロセスには 30 秒ほどかかり、その後、ポート LED はグリーンに点灯します。

• ポート LED が点灯しない場合、接続先装置が起動していない、ケーブルに問題がある、接続先装

置のアダプタに問題があるといった理由が考えられます。ケーブルに関する問題の解決方法につい

ては、第 3 章「トラブルシューティング」を参照してください。

図 2-56 SFP モジュール ポートへの接続

ステップ 5 必要に応じて、スイッチまたは接続先装置を再設定し、再起動します。

注意 SFP モジュールを取り外す詳細な手順については、お使いの SFP のマニュアルを参照してくださ

い。

1000BASE-T SFP モジュールへの接続

次の手順でカテゴリ 5 ケーブルを 1000BASE-T SFP モジュール ポートに接続します（図 2-57 を参

照）。

注意 ESD による損傷を防ぐために、基板およびコンポーネントの取り扱い手順に従ってください。

ステップ 1 スイッチをサーバ、ワークステーション、およびルータに接続する場合は、ストレートの 4 ツイストペ

ア ケーブルを RJ-45 コネクタに取り付けます。スイッチを他のスイッチまたはリピータに接続する場

合、4 ツイストペア クロス ケーブルを挿入します。

（注） スイッチを 1000BASE-T 装置に接続する場合は、必ずカテゴリ 5 以上の 4 ツイストペア ケーブルを使

用してください。
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XENPAK モジュールへの接続
図 2-57 SFP モジュール ポートへの接続

ステップ 2 接続先装置の RJ-45 コネクタにケーブルの反対側を差し込みます。

ステップ 3 ポート ステータス LED を確認します。

• スイッチと接続先装置がリンクを確立すると、LED はグリーンに点灯します。

• STP がネットワーク トポロジを検出し、ループの有無を確認している間、LED はオレンジに点灯

します。このプロセスには 30 秒ほどかかり、その後、ポート LED はグリーンに点灯します。

• ポート LED が点灯しない場合、接続先装置が起動していない、ケーブルに問題がある、接続先装

置のアダプタに問題があるといった理由が考えられます。ケーブルに関する問題の解決方法につい

ては、第 3 章「トラブルシューティング」を参照してください。

ステップ 4 必要に応じて、スイッチまたは接続先装置を再設定し、再起動します。

XENPAK モジュールへの接続
10 ギガビット イーサネット XENPAK モジュールは、スイッチ ソフトウェア マニュアルでは 10 ギガ

ビット イーサネット モジュール ポートとも記載されています。

XENPAK モジュールがモジュール スロットに完全に挿入されていること、および非脱落型ネジがしっ

かりと締められていることを確認してから、光ファイバ インターフェイス ケーブル コネクタを 
XENPAK モジュール コネクタに取り付けます。

次の手順で光ファイバ ケーブルを XENPAK モジュールに接続します。

警告 クラス 1 レーザー製品です。ステートメント 1008

注意 ケーブル接続の準備が整うまで、XENPAK モジュール ポートのゴム製プラグや光ファイバ ケーブ

ルのゴム製キャップを外さないでください。これらのプラグおよびキャップは、XENPAK モ
ジュール ポートおよびケーブルを汚れや周辺光から保護する役割を果たします。

ステップ 1 XENPAK モジュール ポートと光ファイバ ケーブルからゴム製プラグを取り外し、再使用できるように

保管しておきます。
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次の作業
ステップ 2 光ファイバ ケーブル SC コネクタを XENPAK モジュール コネクタの位置に合わせ、ケーブルの送信

（TX）が XENPAK モジュール コネクタの受信（RX）に適合し、ケーブルの RX が XENPAK モ
ジュールの TX に適合するようにします。

ステップ 3 光ファイバ ケーブル コネクタを XENPAK モジュール ポートに挿入します（図 2-58 を参照）。

ステップ 4 ケーブルのもう一端を、接続先装置の光ファイバ レセプタクルに取り付けます。

ステップ 5 XENPAK モジュール ポートのステータス LED を確認します。

• スイッチと接続先装置がリンクを確立すると、LED はグリーンに点灯します。

• STP がネットワーク トポロジを検出し、ループの有無を確認している間、LED はオレンジに点灯

します。このプロセスには 30 秒ほどかかり、その後、ポート LED はグリーンに点灯します。

• ポート LED が点灯しない場合、接続先装置が起動していない、ケーブルに問題がある、接続先装

置のアダプタに問題があるといった理由が考えられます。ケーブルに関する問題の解決方法につい

ては、第 3 章「トラブルシューティング」を参照してください。

図 2-58 XENPAK モジュール ポートへの接続

ステップ 6 必要に応じて、スイッチまたは接続先装置を再設定し、再起動します。

次の作業
デフォルト設定で十分な場合は、これ以上のスイッチの設定作業は必要ありません。デフォルト設定

は、次のいずれかの管理オプションを使用して変更できます。

• スイッチのメモリ内にあるデバイス マネージャを起動して、個々のスタンドアロン スイッチを管

理します。これは使いやすい Web インターフェイスで、簡単な設定とモニタリングが可能です。

デバイス マネージャには、Web ブラウザを介して、ネットワーク上のどこからでもアクセスでき

ます。詳細については、デバイス マネージャのオンライン ヘルプを参照してください。
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第 2 章      スイッチの設置

次の作業
• Network Assistant アプリケーションを起動します（詳細については『Getting Started with Cisco 
Network Assistant Guide』を参照してください）。この GUI により、スイッチ クラスタまたは個別

のスイッチの設定とモニタができます。

• コンソールから CLI を使用して、クラスタのメンバまたは個別のスイッチとしてスイッチを設定

します。Catalyst 3750 スイッチでの CLI の使用方法については、Cisco.com の『Catalyst 3750 
Switch Command Reference』を参照してください。

• Cisco View アプリケーションなどの SNMP アプリケーションを起動します。
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C H A P T E R 3

トラブルシューティング

前面パネルにある LED からは、スイッチのトラブルシューティングに役立つ情報が得られます。LED 
の状態を確認することで、Power-on Self-Test（POST; 電源投入時自己診断テスト）のエラー、ポート

の接続問題、およびスイッチ全体のパフォーマンスを把握できます。スイッチの LED の詳細について

は、「LED」（P.1-14）を参照してください。

ブラウザのインターフェイス、コマンドライン インターフェイス（CLI）、または Simple Network 
Management Protocol（SNMP; 簡易ネットワーク管理プロトコル）ワークステーションから統計情報

を得ることもできます。詳細については、ソフトウェア コンフィギュレーション ガイド、Cisco.com 
上のスイッチ コマンド リファレンス、または SNMP アプリケーションに付属のマニュアルを参照して

ください。

この章では、トラブルシューティングに関する問題として、次の内容について説明します。

• 「問題の診断」（P.3-1）

• 「スイッチの IP アドレスおよび設定情報の消去」（P.3-6）

• 「故障したスタック メンバの交換」（P.3-6）

• 「スイッチのシリアル番号の確認」（P.3-7）

問題の診断
前面パネルにある LED からは、スイッチのトラブルシューティングに役立つ情報が得られます。LED 
の状態を確認することで、Power-on Self-Test（POST; 電源投入時自己診断テスト）のエラー、ポート

の接続問題、およびスイッチ全体のパフォーマンスを把握できます。CLI または SNMP ワークステー

ションから統計情報を入手することもできます。詳細については、ソフトウェア コンフィギュレー

ション ガイド、Cisco.com 上のスイッチ コマンド リファレンス、または SNMP アプリケーションに付

属のマニュアルを参照してください。

ここでは、次のようなトラブルシューティングについて説明します。

• 「スイッチの POST 結果の確認」（P.3-2）

• 「スイッチ LED のモニタ」（P.3-2）

• 「スイッチの接続状態の確認」（P.3-2）

• 「スイッチ パフォーマンスのモニタ」（P.3-5）
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問題の診断
スイッチの POST 結果の確認

スイッチの電源を入れると、POST が開始され、スイッチの正常動作を確認するためのテストが実行さ

れます。スイッチで POST が終了するまで数分かかります。

スイッチが POST を開始すると、システム LED がグリーンにゆっくりと点滅します。POST が終了す

ると、システム LED はオレンジに点滅します。POST に失敗すると、システム LED はオレンジのまま

です。POST が正常に終了すると、システム LED はグリーンに速く点滅します。

（注） POST エラーは通常、修復不能です。スイッチが POST に失敗した場合は、シスコのテクニカルサポー

ト担当者にお問い合わせください。

スイッチ LED のモニタ

この処理にはスイッチへの物理アクセスが必要です。ポート LED を観察すれば、スイッチのトラブル

シューティングに関する情報が得られます。LED のカラーと意味については、「LED」（P.1-14）を参

照してください。

スイッチの接続状態の確認

スイッチ接続の問題を解決する場合、この項を参照してください。

不良または破損したケーブル

ケーブルにわずかでも傷や破損がないか必ず確認してください。ケーブルは物理層で接続されますが、

配線やコネクタのわずかな傷が原因でパケットが破損する可能性があります。ポートで数多くのパケッ

ト エラーが発生したり、リンクの切断と接続が繰り返されたりする場合は、この問題が考えられます。

このような場合は、次の対策を講じてください。

• 必要に応じて、銅線または光ファイバ ケーブルを、正常なことがわかっているケーブルに交換し

ます。

• ケーブル コネクタで破損または欠落したピンがないか確認します。

• 送信元と宛先の間のパッチ パネルの接続やメディア コンバータに問題がないことを確認します。

可能な場合は、パッチ パネルをバイパスするか、故障したメディア コンバータ（銅線 / 光ファイバ 
コンバータなど）を取り除きます。

• ケーブルを別のポートやインターフェイスで使用してみて、問題が解決されるかどうかを確認しま

す。

イーサネットおよびファイバ ケーブル

正しいケーブル タイプが接続に使用されていることを確認してください。

• イーサネットには、10 Mbps の Unshielded Twisted Pair（UTP; 非シールド ツイストペア）接続に

対応したカテゴリ  3 の銅線ケーブルを使用します。10/100 または 10/100/1000 Mbps 接続には、

カテゴリ 5、カテゴリ 5e、またはカテゴリ 6 の UTP を使用します。
3-2
Catalyst 3750 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-6336-10-J



 

第 3 章      トラブルシューティング

問題の診断
• 光ファイバ接続の場合、使用する距離とポート タイプに適した正しいケーブルであることを確認

します。接続先装置のポートが一致し、同じ符号化方式、光周波数、およびファイバ タイプを使

用していることを確認します。ケーブル接続の詳細については、付録 B「ケーブルおよびアダプタ

の仕様」を参照してください。

• 銅線接続の場合は、ストレート ケーブルが必要な場所にクロス ケーブルが使用されていたり、そ

の逆のパターンがないかどうかを確認します。スイッチの Auto-MDIX を有効にするか、ケーブル

を交換します。

リンク ステータス

両側のリンクが確立されていることを確認します。配線の 1 本が切れていたり、ポートの 1 つがシャッ

トダウンしていたりすると、片側ではリンクが確立されていても反対側では確立されていない可能性が

あります。

リンク LED の表示は、ケーブルに問題がないことを保証するものではありません。ケーブルに物理的

な圧力がかかり、最低限のレベルで機能している場合もあります。ポートのリンク LED が点灯しない

場合は、次のことを行ってください。

• 正常なことがわかっている装置とスイッチをケーブルで接続します。

• ケーブルの両端が正しいポートに接続されていることを確認します。

• 両方の装置の電源が入っていることを確認します。

• 正しいケーブル タイプが使用されていることを確認します。詳細については、付録 B「ケーブル

およびアダプタの仕様」を参照してください。

• 接触不良がないか確認します。完全に接続されているように見えても、そうでないことがありま

す。ケーブルをいったん外して、接続し直します。

PoE 接続

受電デバイスを PoE ポートに接続しても受電しない場合、次の操作を実行します。

• MODE ボタンを使用して、すべてのポートの PoE のステータスを確認します。LED とその意味に

ついては、表 1-5（P.1-18）を参照してください。

• show interfaces 特権 EXEC コマンドを使用してポートのステータスをモニタし、ポート エラーの 
errdisable、disabled、または shutdown のステータスを確認します。必要に応じて、ポートを再度

イネーブルにします。

• スイッチに取り付けられている電源モジュールの電力が、接続先装置の電力要件を満たしているこ

とを確認します。詳細については、「電源コネクタ」（P.1-26）を参照してください。

• ケーブルの種類を確認します。IEEE 802.3af がフル サポートされていない Cisco IP Phone やアク

セス ポイントなどの多くのレガシー装置では、クロス ケーブルでスイッチに接続されている場合

に PoE がサポートされない場合があります。このような場合は、クロス ケーブルをストレート 
ケーブルに交換してください。

注意 PoE の障害は、適合しないケーブルや受電デバイスが PoE ポートに接続された場合に起こります。

シスコ独自規格の IP Phone およびワイヤレス アクセス ポイント、または IEEE 802.3af に準拠した

装置を PoE ポートに接続する場合は、必ず規格に適合したケーブル配線を使用してください。

（PoE 障害の原因となっているケーブルや装置はネットワークから取り外す必要があります）。
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問題の診断
トランシーバ モジュール ポートの問題

スイッチには、シスコ製 SFP モジュールだけを使用してください。各シスコ製モジュールには、セ

キュリティ情報が符号化されたシリアル EEPROM が組み込まれています。この符号化によって、シス

コはそのモジュールがスイッチの要件を満たしているかどうかを識別し、検証できます。次のことを確

認してください。

• 不良または不正な SFP モジュール。疑わしい SFP モジュールは、故障していないことがわかって

いるものに交換します。モジュールがこのプラットフォームでサポートされていることを確認しま

す。サポートされる SFP モジュールの一覧については、「SFP モジュール スロット」（P.1-13）を

参照してください。

• 不良または不正な XENPAK モジュール。疑わしい SFP モジュールは、故障していないことがわ

かっているものに交換します。プラットフォームがそのモジュールをサポートすることを確認しま

す。サポートされる XENPAK モジュールの一覧については、表 B-2（P.B-4）を参照してくださ

い。

• show interfaces 特権 EXEC コマンドを使用して、ポートまたはモジュールが errdisable、

disabled、または shutdown のステータスになっていないかを確認します。必要に応じて、ポート

を再度イネーブルにします。

• すべての光ファイバ ケーブルがきちんと整理され、しっかり接続されていることを確認します。

ポートおよびインターフェイスの設定

ポートの接続障害で見過ごされやすい原因の 1 つに、ポートが無効になっていることが挙げられます。

ポートまたはインターフェイスが無効になっていないか、または何らかの原因で電源がオフになってい

ないか確認してください。リンクの片側でポートまたはインターフェイスが手動でシャットダウンされ

た場合は、そのポートを再度イネーブルにしないかぎり、リンクは確立されません。show interfaces 
特権 EXEC コマンドを使用して、接続の両側でポートまたはインターフェイスが errdisable、

disabled、または shutdown のステータスになっていないかを確認します。必要な場合は、ポートまた

はインターフェイスを再度有効にします。

エンド デバイスの ping

ping を使用して段階的にエンド デバイスの接続状態を確認します。最初は直接接続されているスイッ

チから始め、接続できない原因となっている箇所を突き止めるまで、ポートごと、インターフェイスご

と、トランクごとに段階的にさかのぼって調べます。各スイッチの連想メモリ（CAM）テーブル内に、

エンド デバイスの MAC アドレスが存在していることを確認します。

スパニング ツリーのループ

Spanning Tree Protocol（STP; スパニング ツリー プロトコル）ループが発生すると重大なパフォーマ

ンス上の問題が引き起こされ、その状況がポートやインターフェイスの問題のように見えることがあり

ます。ループが発生すると、スイッチの帯域幅が同じフレームで繰り返して消費されることにより、正

規のトラフィックに使用される余地がほとんどなくなります。

ループは、単方向リンクによって引き起こされることがあります。これは、スイッチが送信したトラ

フィックをネイバーが受信しているものの、スイッチはネイバーから送信されたトラフィックを受信し

ていないときに発生します。破損した光ファイバ ケーブル、その他のケーブル配線、またはポートの

問題によって、この単方向通信が引き起こされる可能性があります。

スイッチの UniDirectional Link Detection（UDLD; 単方向リンク検出）プロトコルをイネーブルにす

ると、検出が困難な単方向リンク問題を識別しやすくなります。UDLD では、動作の通常モード（デ

フォルト）とアグレッシブ モードがサポートされます。通常モードの UDLD は、光ファイバ接続にお
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問題の診断
けるインターフェイスの誤った接続による単方向リンクを検出できます。アグレシッブ モードの 
UDLD は、光ファイバ リンク上のインターフェイスの誤った接続による単方向リンクに加え、光ファ

イバ リンクおよびツイストペア リンク上の片方向トラフィックによる単方向リンクも検出できます。

スイッチで UDLD をイネーブルにする方法については、ソフトウェア コンフィギュレーション ガイド

の「Understanding UDLD」を参照してください。

スイッチ パフォーマンスのモニタ

スイッチのパフォーマンスに関する問題を解決する場合は、次の内容を確認してください。

速度、デュプレックス、および自動ネゴシエーション

ポートの統計情報に、大量のアライメント エラー、Frame Check Sequence（FCS; フレーム チェック 
シーケンス）、またはレイト コリジョン エラーが示されている場合は、速度またはデュプレックスの不

一致によって問題が起きている可能性があります。

2 台のスイッチ間、スイッチとルータ間、またはスイッチとワークステーション / サーバ間でデュプ

レックス設定が一致しない場合は、速度とデュプレックスに共通の問題が発生します。これは、速度お

よびデュプレックスを手動で設定した場合、または 2 台の装置間の自動ネゴシエーションに問題がある

場合に発生する可能性があります。

このような状況では、次のような不一致が生じることがあります。

• 手動で設定した速度またはデュプレックスのパラメータが、接続ポート上で手動で設定された速度

またはデュプレックスのパラメータと異なっている場合。

• ポートを自動ネゴシエーションに設定したが、接続先ポートは自動ネゴシエーションを使用しない

全二重に設定されている場合。

スイッチのパフォーマンスを最大限に引き出し、リンクを確保するには、次のいずれかの注意事項に

従ってデュプレックスおよび速度の設定を行ってください。

• 速度とデュプレックスの両方について、両方のポートで自動ネゴシエーションを実行させます。

• 接続の両側でポートの速度とデュプレックスのパラメータを手動で設定します。

• 接続先装置が自動ネゴシエーションを実行しない場合は、2 つのポートのデュプレックス設定を一

致させます。速度パラメータは、接続先のポートが自動ネゴシエーションを実行しない場合でも自

動調整が可能です。

自動ネゴシエーションと NIC カード

スイッチとサードパーティ製ネットワーク インターフェイス カード（NIC）間で問題が発生する場合

があります。スイッチのポートおよびインターフェイスは、デフォルトで自動ネゴシエーションに設定

されています。ノート型パソコンなどの装置も、一般的には自動ネゴシエーションに設定されています

が、それでも自動ネゴシエーションの問題が発生することがあります。

自動ネゴシエーションの問題を解決するには、接続の両側の設定を手動で行うようにします。それでも

問題が解決されない場合は、NIC カード上のファームウェアまたはソフトウェアが問題を引き起こし

ている可能性があります。その場合、NIC カードの製造元からドライバの最新バージョンを入手し、

アップグレードしてください。
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スイッチの IP アドレスおよび設定情報の消去
ケーブル接続の距離

ポート統計情報に、過剰な FCS、レイト コリジョン、またはアライメント エラーが示されている場合

は、スイッチから接続先の装置までのケーブル長が推奨ガイドラインに従っていることを確認してくだ

さい。ケーブル接続の注意事項については、「ケーブルおよびアダプタの仕様」（P.B-6）を参照してく

ださい。

スイッチの IP アドレスおよび設定情報の消去
不適切な IP アドレスで新しいスイッチを設定した場合、または Express Setup モードを開始しようと

したときにすべてのスイッチの LED が点滅し始めた場合、スイッチに設定した IP アドレスをクリアで

きます。

注意 次の手順を実行すると、スイッチに保存されている IP アドレスとすべての設定情報がクリアされま

す。スイッチの設定を最初からやり直したくない場合は、この手順を使用しないでください。

次の手順に従って、スイッチを工場出荷時のデフォルト設定に戻します。

1. MODE ボタン（図 1-16（P.1-15）、図 1-16（P.1-15）、および図 1-17（P.1-15）を参照）を押した

ままにします。

約 2 秒後にスイッチの LED が点滅し始めます。スイッチが未設定の場合は、MODE ボタンの上の 
LED がすべてグリーンに点灯します。この手順を省略して、Express Setup を実行してスイッチを

設定することができます。

2. そのまま MODE ボタンを押し続けます。約 8 秒後に LED の点滅が停止して、スイッチが再起動

します。

これで、このスイッチは未設定のスイッチと同様に動作します。スイッチに付属のスタートアップ ガ
イドに説明されている Express Setup の使用方法に従ってスイッチを設定できます。

また、付録 D「CLI ベースのセットアップ プログラムによるスイッチの設定」に説明されている CLI 
セットアップ手順に従ってスイッチを設定することもできます。

故障したスタック メンバの交換
故障したスタック メンバを交換する必要がある場合、ホット スワップするか、次の手順でスイッチを

交換できます。

ステップ 1 故障したスイッチと同じモデル番号の交換用スイッチを入手します。

ステップ 2 故障したスイッチの電源をオフにします。

ステップ 3 交換スイッチの電源がオフであることを確認し、交換スイッチをスタックに接続します。

（注） スタック内でいずれかのメンバのメンバ番号を手動で設定した場合は、故障したスイッチと同

じメンバ番号を交換用スイッチに手動で割り当てる必要があります。メンバ番号を手動で割り

当てるには、スイッチ ソフトウェアのコンフィギュレーション ガイドを参照してください。
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スイッチのシリアル番号の確認
ステップ 4 交換スイッチは、（故障したスイッチと）同じイーサネットおよびギガビット イーサネット接続にしま

す。

ステップ 5 交換したスイッチに電源を投入します。

（注） 新しい Cisco IOS リリースがある交換スイッチを、実行中のスタックに追加する場合、交換スイッチ

は、スタックが実行しているリリースに自動的にダウングレードされます。既存のスイッチではなく交

換スイッチがリブートします。リブート後、交換スイッチは、故障したスイッチのすべてのインター

フェイスについて同じ構成になります。

スイッチのシリアル番号の確認
シスコのテクニカル サポートに連絡する場合は、スイッチのシリアル番号が必要です。スイッチのシ

リアル番号の位置については、次の図を参照してください。また、show version コマンドを使用して

シリアル番号を確認することもできます。

• 図 3-1、「Catalyst 3750-24FS および 3750V2-24FS スイッチのシリアル番号の位置」

• 図 3-2、「Catalyst 3750G-12S および 3750-12S-SD スイッチのシリアル番号の位置」

• 図 3-3、「Catalyst 3750G-16TD スイッチのシリアル番号の位置」

• 図 3-4、「Catalyst 3750-24PS スイッチのシリアル番号の位置」

• 図 3-5、「Catalyst 3750G-24PS および 3750G-24TS-1U スイッチのシリアル番号の位置」

• 図 3-6、「Catalyst 3750G-24TS スイッチのシリアル番号の位置」

• 図 3-7、「Catalyst 3750-24TS および 3750V2-24TS スイッチのシリアル番号の位置」

• 図 3-8、「Catalyst 3750-24PS および 3750V2-24PS スイッチのシリアル番号の位置」

• 図 3-9、「Catalyst 3750G-24WS スイッチのシリアル番号の位置」

• 図 3-10、「Catalyst 3750-48PS および 3750V2-48PS スイッチのシリアル番号の位置」

• 図 3-11、「Catalyst 3750G-48PS および 3750G-48TS スイッチのシリアル番号の位置」

• 図 3-12、「Catalyst 3750-48TS および 3750V2-48TS スイッチのシリアル番号の位置」

図 3-1 Catalyst 3750-24FS および 3750V2-24FS スイッチのシリアル番号の位置
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スイッチのシリアル番号の確認
図 3-2 Catalyst 3750G-12S および 3750-12S-SD スイッチのシリアル番号の位置

図 3-3 Catalyst 3750G-16TD スイッチのシリアル番号の位置

図 3-4 Catalyst 3750-24PS スイッチのシリアル番号の位置

図 3-5 Catalyst 3750G-24PS および 3750G-24TS-1U スイッチのシリアル番号の位置
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スイッチのシリアル番号の確認
図 3-6 Catalyst 3750G-24TS スイッチのシリアル番号の位置

図 3-7 Catalyst 3750-24TS および 3750V2-24TS スイッチのシリアル番号の位置

図 3-8 Catalyst 3750-24PS および 3750V2-24PS スイッチのシリアル番号の位置
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スイッチのシリアル番号の確認
図 3-9 Catalyst 3750G-24WS スイッチのシリアル番号の位置

図 3-10 Catalyst 3750-48PS および 3750V2-48PS スイッチのシリアル番号の位置

図 3-11 Catalyst 3750G-48PS および 3750G-48TS スイッチのシリアル番号の位置
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スイッチのシリアル番号の確認
図 3-12 Catalyst 3750-48TS および 3750V2-48TS スイッチのシリアル番号の位置
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スイッチのシリアル番号の確認
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A
 P P E N D I X A

技術仕様

この付録では、次の表にスイッチの技術仕様をまとめています。

• 「Catalyst 3750G-12S スイッチの仕様」、表 A-1（P.A-2）

• 「Catalyst 3750G-12S-SD スイッチの仕様」、表 A-2（P.A-2）

• 「Catalyst 3750-24FS スイッチの仕様」、表 A-3（P.A-3）

• 「Catalyst 3750-24TS スイッチの仕様」、表 A-4（P.A-3）

• 「Catalyst 3750G-24T スイッチの仕様」、表 A-5（P.A-4）

• 「Catalyst 3750-24PS スイッチの仕様」、表 A-6（P.A-4）

• 「Catalyst 3750G-24PS スイッチの仕様」、表 A-7（P.A-5）

• 「Catalyst 3750-48PS スイッチの仕様」、表 A-8（P.A-5）

• 「Catalyst 3750G-48PS スイッチの仕様」、表 A-9（P.A-6）

• 「Catalyst 3750G-16TD スイッチの仕様」、表 A-10（P.A-6）

• 「Catalyst 3750G-24TS スイッチの仕様」、表 A-11（P.A-7）

• 「Catalyst 3750G-24TS-1U スイッチの仕様」、表 A-12（P.A-7）

• 「Catalyst 3750-48TS スイッチの仕様」、表 A-13（P.A-8）

• 「Catalyst 3750G-48TS スイッチの仕様」、表 A-14（P.A-8）

• 「Catalyst 3750G-24WS-S25 スイッチと Catalyst 3750G-24WS-S50 スイッチの仕様」、表 A-14
（P.A-8）

• 「Catalyst 3750V2-48PS スイッチと Catalyst 3750V2-24PS スイッチの仕様」、表 A-16（P.A-9）

• 「Catalyst 3750V2-48TS スイッチと Catalyst 3750V2-24TS スイッチの仕様」、表 A-17（P.A-10）

• 「Catalyst 3750V2-24FS スイッチの仕様」、表 A-18（P.A-11）
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付録 A      技術仕様
表 A-1 Catalyst 3750G-12S スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

0.6 ～ 1.2 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @13 A

消費電力 120 W、409 BTU/ 時

電力定格 0.120 KVA

形状

重量 10 ポンド（4.6 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 12.8 インチ（4.4 X 44.5 X 32.6 cm）

表 A-2 Catalyst 3750G-12S-SD スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

DC 入力電圧 –36 ～ –72 VDC
3 ～ 1.5 A

消費電力 94 W、321 BTU/ 時

形状

重量 10 ポンド（4.6 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 12.8 インチ（4.4 X 44.5 X 32.6 cm）
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表 A-3 Catalyst 3750-24FS スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

1.5 ～ 3 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @8.5 A

消費電力 70 W、240 BTU/ 時

電力定格 0.070 KVA

形状

重量 9 ポンド（4.1 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 11.8 インチ（4.4 X 44.5 X 30.1 cm）

表 A-4 Catalyst 3750-24TS スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

0.6 ～ 1.2 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @8.5 A

消費電力 50 W、171 BTU/ 時

電力定格 0.083 KVA

形状

重量 8 ポンド（3.6 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 11.8 インチ（4.4 X 44.5 X 30.1 cm）
A-3
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表 A-5 Catalyst 3750G-24T スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

0.9 ～ 1.6 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @13 A

消費電力 165 W、563 BTU/ 時

電力定格 0.165 KVA

形状

重量 10 ポンド（4.6 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 12.8 インチ（4.4 X 44.5 X 32.6 cm）

表 A-6 Catalyst 3750-24PS スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

2.9 ～ 5.5 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @7.5 A および –48 V @7.8 A

消費電力 495 W

電力損失 125  W、426 BTU/ 時

電力定格 0.495 KVA

Power over Ethernet

各ポート最大 15.4 W、スイッチで最大 370  W

形状

重量 11.3 ポンド（5.1 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 11.8 インチ（4.4 X 44.5 X 30.1 cm）
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表 A-7 Catalyst 3750G-24PS スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

4 ～ 8 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @14 A および –48 V @7.8 A

消費電力 520 W

電力損失 170  W、534 BTU/ 時

電力定格 0.52 KVA

Power over Ethernet

ポートごとに 4 ～ 15.4 W、スイッチ最大 370 W まで

形状

重量 13.5 ポンド（6.1 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 14.9 インチ（4.4 X 44.5 X 37.8 cm）

表 A-8 Catalyst 3750-48PS スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

4 ～ 8 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @7.5 A および –48 V @7.8 A

消費電力 540 W

電力損失 170  W、580 BTU/ 時

電力定格 0.54 KVA

Power over Ethernet

ポートごとに 4 ～ 15.4 W、スイッチ最大 370 W まで
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形状

重量 13.2 ポンド（6 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 14.8 インチ（4.4 X 44.5 X 37.8 cm）

表 A-9 Catalyst 3750G-48PS スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

4 ～ 8 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @14 A および –48 V @7.8 A

消費電力 560 W

電力損失 220 W、690 BTU/ 時

電力定格 0.56 KVA

Power over Ethernet

ポートごとに 4 ～ 15.4 W、スイッチ最大 370 W まで

形状

重量 15.5 ポンド（7 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 16.1 インチ（4.4 X 44.5 X 40.9 cm）

表 A-10 Catalyst 3750G-16TD スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

0.9 ～ 1.6 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @17 A

消費電力 180 W、615 BTU/ 時

表 A-8 Catalyst 3750-48PS スイッチの仕様（続き）
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電力定格 0.180 KVA

形状

重量 12.5 ポンド（5.7 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 16.1 インチ（4.4 x 44.5 x 40.9 cm）

表 A-11 Catalyst 3750G-24TS スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

1.5 ～ 2.3 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @17 A

消費電力 190 W、650 BTU/ 時

電力定格 0.190 KVA

形状

重量 12.5 ポンド（5.7 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 2.59 X 17.5 X 11.6 インチ（6.6 X 44.5 X 29.5 cm）

表 A-12 Catalyst 3750G-24TS-1U スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

1.5 ～ 3 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @10.5 A 

消費電力 100 W

電力損失 100 W、314 BTU/ 時

電力定格 0.10 KVA

表 A-10 Catalyst 3750G-16TD スイッチの仕様（続き）
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形状

重量 12 ポンド（5.5 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 14.9 インチ（4.4 X 44.5 X 37.8 cm）

表 A-13 Catalyst 3750-48TS スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

0.6 ～ 1.2 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @8.5 A

消費電力 75 W、256 BTU/ 時

電力定格 0.075 KVA

形状

重量 9.1 ポンド（4.1 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 11.8 インチ（4.4 X 44.5 X 30.1 cm）

表 A-14 Catalyst 3750G-48TS スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

1.5 ～ 3 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @17.5 A 

消費電力 160 W

電力損失 160 W、500 BTU/ 時

電力定格 0.16 KVA

表 A-12 Catalyst 3750G-24TS-1U スイッチの仕様（続き）
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形状

重量 14 ポンド（6.4 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 16.1 インチ（4.4 X 44.5 X 40.9 cm）

表 A-15 Catalyst 3750G-24WS-S25 スイッチと Catalyst 3750G-24WS-S50 スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

4 ～ 8 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+ 12 V @14 A and –48 V @7.8 A

消費電力 520 W

電力損失 190 W、648 BTU/ 時

電力定格 0.52 KVA

Power over Ethernet

ポートごとに 4 ～ 15.4 W、スイッチ最大 370 W まで

形状

重量 21 ポンド（9.5 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 3.5 X 17.5 X 14.5 インチ（8.9 X 44.5 X 36.8 cm）

表 A-16 Catalyst 3750V2-48PS スイッチと Catalyst 3750V2-24PS スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

4 ～ 8 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @14 A および –48 V @7.8 A

消費電力 560 W

表 A-14 Catalyst 3750G-48TS スイッチの仕様（続き）
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電力損失 220 W、690 BTU/ 時

電力定格 0.56 KVA

Power over Ethernet

ポートごとに 4 ～ 15.4 W、スイッチ最大 370 W まで

形状

重量 11.3 ポンド（5.1 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 11.8 インチ（4.4 X 44.5 X 30.1 cm）

表 A-17 Catalyst 3750V2-48TS スイッチと Catalyst 3750V2-24TS スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

0.8 ～ 1.5 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @17 A

消費電力 180 W、615 BTU/ 時

電力定格 0.180 KVA

形状

重量 12.5 ポンド（5.7 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 11.6 インチ（4.4 X 44.5 X 29.5 cm）

表 A-16 Catalyst 3750V2-48PS スイッチと Catalyst 3750V2-24PS スイッチの仕様（続き）
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表 A-18 Catalyst 3750V2-24FS スイッチの仕様

環境条件

動作時の温度 32 ～ 113 °F（0 ～ 45 °C）

保管温度 –13 ～ 158 °F（–25 ～ 70 °C）

相対湿度 10 ～ 85%（結露しないこと）

動作時の高度 最大 10,000 フィート（3049 m）

保管時の高度 最大 15,000 フィート（4,573 m）

電力要件

AC 入力電圧 100 ～ 240 VAC（オートレンジング）

1 ～ 2 A、50 ～ 60 Hz

RPS 2300 および 675 の 
DC 入力電圧

+12 V @11.3 A

消費電力 55.2 W、173 BTU/ 時

電力定格 0.052 KVA

形状

重量 9 ポンド（4.1 kg）

寸法（高さ X 幅 X 奥行） 1.73 X 17.5 X 11.8 インチ（4.4 X 44.5 X 30.1 cm）
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Catalyst 3750 スイッチ

OL-6336-10-J

A
 P P E N D I X B

コネクタおよびケーブルの仕様

この付録では、Catalyst 3750 スイッチ ポートおよびスイッチと他の装置との接続に使用するケーブル

およびアダプタについて説明します。この付録の内容は、次のとおりです。

• 「コネクタの仕様」（P.B-1）

• 「ケーブルおよびアダプタの仕様」（P.B-6）

コネクタの仕様
ここでは、Catalyst 3750 スイッチで使用するコネクタについて説明します。

• 「10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート」（P.B-2）

• 「100BASE-FX ポート」（P.B-2）

• 「SFP モジュールのポート」（P.B-3）

• 「XENPAK モジュール ポート（Catalyst 3750G-16TD スイッチ）」（P.B-4）

• 「コンソール ポート」（P.B-5）
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付録 B      コネクタおよびケーブルの仕様

コネクタの仕様
10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポート

Catalyst 3750 スイッチの 10/100 および 10/100/1000 イーサネット ポートには、標準の RJ-45 コネク

タと内部で交差したイーサネット ピン割り当てが使用されています。図 B-2 および図 B-1 にピン割り

当てを示します。

図 B-1 10/100 ポートのピン割り当て

図 B-2 10/100/1000 ポートのピン割り当て

100BASE-FX ポート

100BASE-FX ポートは、MT-RJ コネクタを使用します（図 B-3 を参照）。100BASE-FX ポートは 
50/125 または 62.5/125 ミクロン マルチモード光ファイバのケーブル接続を使用します。

100BASE-FX ポートを対象装置の SC または ST ポートに接続するには、表 B-1 に記載されている 
MT-RJ 光ファイバ パッチ ケーブルのいずれかを使用します。必要なパッチ ケーブルを注文するには、

表 B-1 のシスコの部品番号を使用してください。
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付録 B      コネクタおよびケーブルの仕様

コネクタの仕様
図 B-3 MT-RJ コネクタ

SFP モジュールのポート

Catalyst 3750 スイッチでは、光ファイバおよび銅線アップリンク ポート用に SFP モジュールを使用し

ます。サポート対象の SFP モジュールのリストは、Catalyst 3750 スイッチのリリース ノートを参照し

てください。

図 B-4 光ファイバ SFP モジュールの LC コネクタ

表 B-1 100BASE-FX 接続用の MT-RJ パッチ ケーブル 

タイプ シスコの部品番号

1 m、MT-RJ-to-SC マルチモード ケーブ

ル

CAB-MTRJ-SC-MM-1M

3 m、MT-RJ-to-SC マルチモード ケーブ

ル

CAB-MTRJ-SC-MM-3M

5 m、MT-RJ-to-SC マルチモード ケーブ

ル

CAB-MTRJ-SC-MM-5M

1 m、MT-RJ-to-ST マルチモード ケーブ

ル

CAB-MTRJ-ST-MM-1M

3 m、MT-RJ-to-ST マルチモード ケーブ

ル

CAB-MTRJ-ST-MM-3M

5 m、MT-RJ-to-ST マルチモード ケーブ

ル

CAB-MTRJ-ST-MM-5M

28
84

5

58
47

6
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付録 B      コネクタおよびケーブルの仕様

コネクタの仕様
図 B-5 銅線 SFP モジュールの RJ-45 コネクタ

XENPAK モジュール ポート（Catalyst 3750G-16TD スイッチ）

Catalyst 3750G-16TD スイッチは、10 ギガビット光ファイバ ネットワーク接続のために XENPAK モ
ジュールを使用します。サポート対象の XENPAK モジュールのリストは、Catalyst 3750 スイッチのリ

リース ノートを参照してください。光ファイバ XENPAK モジュールは、SC コネクタを使用します

（図 B-6 を参照）。

図 B-6 光ファイバ XENPAK モジュールの SC コネクタ

表 B-2 に、Catalyst 3750G-16TD スイッチがサポートする XENPAK モジュールを示します。
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2 31 4 5 6 7 8Pin Label

1

2
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8

TP0+

TP0-

TP1+

TP2+

TP2-

TP1-

TP3+

TP3-

H
87

07

Tx Rx

表 B-2 Catalyst 3750G-16TD スイッチがサポートする XENPAK モジュール

XENPAK 波長

コネクタとケーブル タイ

プ 最長距離

C3-XENPAK-10GB-LR 1,310 nm SC、SMF 6.2 マイル（10 km）

XENPAK-10GB-ER 1550 nm SC、SMF 24.85 マイル（40 km）

C3-XENPAK-10GB-SR 850 nm SC、FDDI1 グレード 
MMF
SC、OM3 MMF

1. FDDI = Fiber Distributed Data Interface（ファイバ分散データ インターフェイス）

85.3 フィート（26 m）

984.25 フィート（300 
m）
B-4
Catalyst 3750 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド

OL-6336-10-J



 

付録 B      コネクタおよびケーブルの仕様

コネクタの仕様
XENPAK モジュールの詳細については、XENPAK モジュールのマニュアルを参照してください。

（注） 10 ギガビット イーサネット XENPAK モジュールは、ソフトウェア マニュアルでは 10 ギガビット 
イーサネット モジュール ポートとも記載されています。

コンソール ポート

コンソール ポートでは 8 ピン RJ-45 コネクタを使用します（表 B-4 および表 B-5 を参照）。付属の 
RJ-45/DB-9 アダプタ ケーブルは、スイッチのコンソール ポートとコンソール PC の接続に使用しま

す。スイッチのコンソール ポートを端末に接続する場合は、RJ-45/DB-25 メス DTE アダプタが必要で

す。このアダプタが入ったキット（部品番号：ACS-DSBUASYN=）をシスコに発注してください。コ

ンソール ポートおよびアダプタのピン割り当てについては、表 B-4 および表 B-5 を参照してください。
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付録 B      コネクタおよびケーブルの仕様

ケーブルおよびアダプタの仕様
ケーブルおよびアダプタの仕様
ここでは、Catalyst 3750 スイッチで使用するケーブルとアダプタについて説明します。

• 「SFP モジュールのケーブル仕様」（P.B-6）

• 「2 対のツイストペア ケーブルのピン割り当て」（P.B-7）

• 「10/100 ポート用の 4 対のツイストペア ケーブルのピン割り当て」（P.B-8）

• 「クロス ケーブルの識別」（P.B-9）

• 「1000BASE-T ポート用の 4 対のツイストペア ケーブルのピン割り当て」（P.B-9）

• 「クロス ケーブルおよびアダプタのピン割り当て」（P.B-10）

SFP モジュールのケーブル仕様

表 B-3 に、光ファイバ SFP モジュール接続用のケーブル仕様を示します。各ポートの波長は、ケーブ

ルの接続先の波長仕様と一致している必要があります。また、信頼性の高い通信を実現するためには、

ケーブル長の制限値を超えないようにする必要があります。銅線 1000BASE-T SFP トランシーバには、

長さが 328 フィート（100 m）以下で、カテゴリ 5 以上の標準的な 4 対のツイストペア ケーブルを使用

します。

表 B-3 光ファイバ SFP モジュール ポートのケーブル仕様

SFP モジュール 波長（nm）

ファイバ 
タイプ

コア サイズ /ク
ラッド サイズ（ミ

クロン）

モード帯域幅

（MHz/km）1 ケーブル長

100BASE-BX
（GLC-FE-100BX-D
GLC-FE-100BX-U）

1310 TX
1550 RX

SMF G.6522 — 32,810 フィート（10 
km）

100BASE-FX
（GLC-GE-100FX）

1310 MMF 50/125
62.5/125

500
500

6,562 フィート（2 
km）

6,562 フィート（2 
km）

100BASE-FX
（GLC-FE-100FX）

1310 MMF 50/125
62.5/125

500
500

6,562 フィート（2 
km）

6,562 フィート（2 
km）

100BASE-LX
（100BASE-LX10）

1310 SMF G.6522 — 32,810 フィート（10 
km）

1000BASE-BX10-D
（GLC-BX-D）

1490 TX
1310 RX

SMF G.6522 — 32,810 フィート（10 
km）

1000BASE-BX10-U
（GLC-BX-U）

1310 TX
1490 RX

SMF G.6522 — 32,810 フィート（10 
km）
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付録 B      コネクタおよびケーブルの仕様

ケーブルおよびアダプタの仕様
2 対のツイストペア ケーブルのピン割り当て

図 B-7 および図 B-8 に、10/100 ポート用の 2 対のツイストペア ケーブルの配線を示します。

図 B-7 2 対のツイストペア ストレート ケーブルの構造

1000BASE-SX
（GLC-SX-MM）

850 MMF 62.5/125
62.5/125
50/125
50/125

160
200
400
500

722 フィート（220 
m）

902 フィート（275 
m）

1,640 フィート（500 
m）

1,804 フィート（550 
m）

1000BASE-LX/LH
（GLC-LH-SM）

1310 MMF3

SMF

62.5/125
50/125
50/125
G.6522

500
400
500
—

1,804 フィート（550 
m）

1,804 フィート（550 
m）

1,804 フィート（550 
m）

32,810 フィート（10 
km）

1000BASE-ZX
（GLC-ZX-SM

1550 SMF G.6522 — 43.4 ～ 62 マイル 
（70 ～ 100 km）4

CWDM 1470、1490、

1510、1530、

1550、1570、

1590、1610 

SMF G.6522 — 62 マイル（100 km）

1. モード帯域幅はマルチモード ファイバだけに適用されます。

2. モードフィールドの直径 / クラッドの直径 = 9 マイクロメートル /125 マイクロメートル

3. モードコンディショニング パッチ コードが必要です。MMF、1000BASE-LX/LH SFP モジュール、および短いリンク距離で通常の
パッチ コードを使用すると、トランシーバが飽和状態になり、Bit Error Rate（BER; ビット エラー レート）が高くなることがありま
す。直径 62.5 ミクロンの MMF を備えた LX/LH SFP モジュールを使用する場合はさらに、リンクの送信側および受信側の両方で、
SFP モジュールと MMF ケーブルの間にモード調整パッチ コードを取り付ける必要があります。モードコンディショニング パッチ
コードは、リンク距離が 984 フィート（300 m）を超える場合に必要になります。

4. 1000BASE-ZX SFP モジュールは、分散シフト型 SMF または低減衰 SMF を使用することによって、最大 62 マイル（100 km）先ま
でデータを送信できます。この到達距離はファイバ品質、スプライス数、およびコネクタに依存します。

表 B-3 光ファイバ SFP モジュール ポートのケーブル仕様（続き）

SFP モジュール 波長（nm）

ファイバ 
タイプ

コア サイズ /ク
ラッド サイズ（ミ

クロン）

モード帯域幅

（MHz/km）1 ケーブル長

3 TD+
6 TD  

1 RD+
2 RD  

 PC

3 RD+
6 RD

1 TD+
2 TD

H
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ケーブルおよびアダプタの仕様
図 B-8 2 対のツイストペア クロス ケーブルの構造

10/100 ポート用の 4 対のツイストペア ケーブルのピン割り当て

図 B-9 および図 B-10 に、10/100/1000 ポート用の 4 対のツイストペア ケーブルの配線を示します。

図 B-9 10/100/1000 ポート用の 4 ツイストペア ストレート ケーブルの配線

図 B-10 10/100/1000 ポート用の 4 対のツイストペア クロス ケーブルの配線

3 TD+
6 TD  

1 RD+
2 RD

3 TD+
6 TD

1 RD+
2 RD
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ケーブルおよびアダプタの仕様
クロス ケーブルの識別

ケーブル両端のモジュラ プラグを比較すると、クロス ケーブルかどうかを識別できます。タブを裏側

にして、ケーブルの両端を並べます。クロス ケーブルは、左側プラグの外側のピンに接続されたワイ

ヤと、右側プラグの内側のピンに接続されたワイヤが別の色になっています。（図 B-11 を参照）。

図 B-11 クロス ケーブルの識別

1000BASE-T ポート用の 4 対のツイストペア ケーブルのピン割り当て

図 B-12 および図 B-13 に、Catalyst 3750 スイッチの 10/100/1000 ポート用の 4 対のツイストペア ケー

ブルの配線を示します。

図 B-12 10/100/1000 ポート用の 4 ツイストペア ストレート ケーブルの配線
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5 TP2-
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付録 B      コネクタおよびケーブルの仕様

ケーブルおよびアダプタの仕様
図 B-13 10/100/1000 および 1000BASE-T SFP モジュール ポート用の 4 対のツイストペア クロス ケー

ブルの配線

クロス ケーブルおよびアダプタのピン割り当て

ここでは、アダプタのピン割り当てについて説明します。

表 B-4 に、コンソール ポート、RJ-45/DB-9 アダプタ ケーブル、およびコンソール装置のピン割り当

てを示します。

表 B-5 に、コンソール ポート、RJ-45/DB-25 メス DTE アダプタ、およびコンソール装置のピン割り

当てを示します。

（注） RJ-45/DB-25 メス DTE アダプタが別途必要です。このアダプタが入ったキット（部品番号 
ACS-DSBUASYN=）をご注文ください。

1 TP0+

2 TP0-

3 TP1+
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6 TP1-

4 TP2+
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7 TP3+

8 TP3-

4 TP2+

5 TP2-

7 TP3+

8 TP3- 65
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表 B-4 コンソール ポートの信号（DB-9 アダプタを使用する場合）

スイッチ コン

ソール 
ポート（DTE）

RJ-45-to-DB-9
ターミナル アダプ

タ

コンソー

ル

装置

信号 DB-9 ピン 信号

RTS 8 CTS

DTR 6 DSR

TxD 2 RxD

GND 5 GND

GND 5 GND

RxD 3 TxD

DSR 4 DTR

CTS 7 RTS
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ケーブルおよびアダプタの仕様
表 B-5 コンソール ポートの信号（DB-25 アダプタを使用する場合）

スイッチ コン

ソール

ポート（DTE）

RJ-45-to-DB-25
ターミナル アダプ

タ

コンソー

ル

装置

信号 DB-25 ピン 信号

RTS 5 CTS

DTR 6 DSR

TxD 3 RxD

GND 7 GND

GND 7 GND

RxD 2 TxD

DSR 20 DTR

CTS 4 RTS
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ケーブルおよびアダプタの仕様
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Catalyst 3750 スイッチ

OL-6336-10-J

A
 P P E N D I X C

DC 電源への接続

この付録では、Catalyst 3750G-12S-SD スイッチと DC 電源の接続方法について説明します。スイッチ

の設置手順については、「スイッチの設置」（P.2-11）を参照してください。

DC 電源への接続 
Catalyst 3750G-12S-SD スイッチを DC 入力電源装置に接続するには、次の各項の手順に従ってくださ

い。

• 「設置の準備」（P.C-1）

• 「スイッチの接地」（P.C-2）

• 「DC 入力電源の配線」（P.C-4）

警告 この装置は、立ち入りが制限された場所への設置が想定されています。立ち入りが制限された場所と
は、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュリティ手段を使用しないと入室できない場
所を意味します。ステートメント 1017

（注） Network Equipment Building Systems（NEBS）のインストレーションでは、18 AWG 銅線の使用を推

奨します。このガイドラインは、セントラル オフィス内の DC 電源配線に関する標準的なガイドライ

ンに従っています。

（注） この製品のアース アーキテクチャは DC 絶縁（DC-I）方式です。

設置の準備

スイッチの背面パネルのアース ラグと 2 本の No.10-32 ネジ、および DC スイッチ アクセサリ キット

内の DC 端子ブロック プラグを探します。

次の工具と機器を用意します。

• 最大圧力が 15 ポンドフォース インチ（lbf-in）、つまり、240 オンスフォース インチ（ozf-in）の

プラス ヘッド付きラチェット式トルク ドライバ

• オプションで回転制御機構を備えた Panduit 製圧着工具（モデル CT-700、CT-720、CT-920、

CT-920CH、CT-930、または CT-940CH）
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付録 C      DC 電源への接続

DC 電源への接続
• 6 ゲージの銅製アース線（絶縁付きまたは絶縁なし）

• 4 本の 18 ゲージの銅線

• 6 ゲージと 18 ゲージの導線の被覆を剥がすためのワイヤ ストリッパ

スイッチの接地

警告 この装置は必ずアースを接続する必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正
しく取り付けられていない装置を稼動させたりしないでください。アースが適切かどうかはっきりし
ない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント 1024

注意 装置の接地を確実なものにするために、接地手順に従って、No.6 AWG 線と 2 本の No.10-32 アー

ス ラグ ネジに適した UL 規格のラグ端子を使用してください。

スイッチを接地するには、次の手順に従います。設置場所のすべての接地要件が満たされていることを

確認します。

ステップ 1 スイッチの背面パネルで、アース ラグと 2 本の No.10-32 アース ラグ ネジを探して取り外します。（場

所については、図 C-3 を参照してください）。標準のプラス ドライバまたはプラス ヘッド付きのラ

チェット式トルク ドライバを使用します。取り外したネジとアース ラグは保管しておきます。

ステップ 2 アース線が絶縁されている場合は、図 C-1 に示すように、ワイヤ ストリッパを使用して、6 ゲージの

アース線の端から 0.5 インチ（12.7 mm）± 0.02 インチ（0.5 mm）の部分を剥がします。

図 C-1 アース線の被覆の除去

ステップ 3 6 ゲージ線の露出部分にアース ラグの開放端をスライドさせます。

0.5  (12.7 mm)  0.02  (0.5 mm)
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付録 C      DC 電源への接続

DC 電源への接続
ステップ 4 図 C-2 に示すように、Panduit 製圧着工具を使用して、アース ラグを 6 ゲージ線に圧着します。

図 C-2 アース ラグの圧着

ステップ 5 図 C-3 に示すように、2 本の No.10-32 ネジを使用して、アース ラグとワイヤ アセンブリをスイッチの

背面パネルのアース コネクタに取り付けます。

ステップ 6 ラチェット式トルク ドライバを使用して、アース ラグ ネジのそれぞれを 15 lbf-in（240 ozf-in）のト

ルクで締めます。

正面のアース コネクタまたは背面のアース コネクタを使用します。両方は同時使用できません。

60
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付録 C      DC 電源への接続

DC 電源への接続
図 C-3 アース ラグ ネジの締め付け

DC 入力電源の配線

警告 次の手順を実行する前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認してください。ステートメント 
1003

警告 この製品は設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計されていま
す。回線保護装置の定格が 5 A を超えないことを確認してください。ステートメント 1005

警告 この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。ステー
トメント 1030

注意 Catalyst 3750G-12S-SD スイッチは、入力電圧が –36 ～ –72 VDC の DC 入力電源装置以外には接

続しないでください。供給電圧がこの範囲に収まらない場合は、スイッチが正常に動作しないか、

破損するおそれがあります。

1 15 lbf-in まで締め付

けます。

CONSOLE

STACK 1
STACK 2

13
26

35

1

–

36 - 72V
3.0 - 1.5A

A –
+

B
+
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付録 C      DC 電源への接続

DC 電源への接続
注意 スイッチには、5 A 分岐回路保護を施す必要があります。

（注） このインストレーションは、適用可能なすべての規制に準拠する必要があります。

スイッチと DC 入力電源装置間を配線するには、次の手順に従います。

ステップ 1 サーキット ブレーカーのスイッチ ハンドルにテープを貼って、サーキット ブレーカーのハンドルを 
OFF の位置に移動します。

ステップ 2 端子ブロック プラグを探して取り外します（図 C-4 を参照）。

図 C-4 端子ブロック プラグ

ステップ 3 端子ブロックを接続するプラスとマイナスの給電位置を特定します。配線は、A と B 両方の給電線に

対して、プラスとプラス、マイナスとマイナスの順に行います。スイッチの背面パネルでは、A と B 
両方の給電線のプラス位置とマイナス位置が識別できます（図 C-5 を参照）。

図 C-5 スイッチ背面パネルのプラス位置とマイナス位置

ステップ 4 図 C-6 に示すように、18 ゲージのワイヤ ストリッパを使用して、DC 入力電源装置から伸びる 4 本の

導線の端から 0.27 インチ（6.6 mm）± 0.02 インチ（0.5 mm）の部分を剥がします。0.29 インチ（7.4 
mm）を超える絶縁体を導線から剥がさないようにしてください。導線を推奨値以上剥がした場合は、

設置後に、導線の露出部分が端子ブロック プラグからはみ出る可能性があります。
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29
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付録 C      DC 電源への接続

DC 電源への接続
図 C-6 DC 入力電源線の被覆の除去

ステップ 5 図 C-7 に示すように、4 本の DC 入力電源線のうちの露出した 1 本を端子ブロック プラグに差し込み

ます。リード線が見えないことを確認してください。端子ブロックから伸びる導線部分は、絶縁体で覆

われている必要があります。

警告 DC 入力電源装置から伸びる露出したリード線は、感電を引き起こす可能性があります。DC 入力電
源線の露出部分が端子ブロック プラグからはみ出ていないことを確認してください。ステートメント 
122

図 C-7 端子ブロック プラグへの導線の挿入

ステップ 6 ラチェット式トルク ドライバを使用して、端子ブロックの非脱落型ネジ（取り付けたリード線上）を 
4.5 lb-in（72 ozf-in）のトルクで締め付けます（図 C-8 を参照）。

注意 端子ブロックの非脱落型ネジをきつく締めすぎないようにしてください。推奨されている最大トル

クは 4.5 lbf-in（72 ozf-in）です。

0.25 6.3 mm  0.02 0.5 mm
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付録 C      DC 電源への接続

DC 電源への接続
図 C-8 端子ブロックの非脱落型ネジの締め付け

ステップ 7 残り 3 本の DC 入力電源線に対して、ステップ 4 と 5 を繰り返します。図 C-9 に、配線が完了した端

子ブロック プラグの状態を示します。

図 C-9 配線が完了した端子ブロック プラグ

ステップ 8 図 C-10  に示すように、端子ブロック プラグをスイッチの背面パネルの端子ブロック ヘッダーに挿入

します。

注意 端子ブロックから伸びる導線は、日常的な接触で障害が発生しないように固定します。たとえば、

タイ ラップを使用して導線をラックに固定します。

60
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 4.5 lbf-in 72 ozf-in  
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付録 C      DC 電源への接続

DC 電源への接続
図 C-10 ブロック ヘッダーへの端子ブロックの挿入

ステップ 9 サーキット ブレーカーのスイッチ ハンドルからテープを剥がし、サーキット ブレーカーのハンドルを 
ON の位置に移動します。

注意 屋内の雷サージ要件を満たすには、屋内配線をシールドして、そのシールドの両端を接地する必要

があります。

注意 Catalyst 3750G-12S-SD スイッチは、屋内または隠蔽配線接続にしか対応していません。

1 タイ ラッ

プ

2 端子ブロック
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A
 P P E N D I X D

CLI ベースのセットアップ プログラムによる
スイッチの設定

この付録では、スタンドアロン スイッチまたはスイッチ スタックを CLI ベースでセットアップする手

順について説明します。スイッチを電源に接続する前に、第 2 章「スイッチの設置」を参照して安全

に関する注意事項を確認してください。

（注） スイッチのラック設置、スイッチのスタック、Small Form-factor Pluggable（SFP）モジュールまたは 
XENPAK モジュールへの接続に関する詳細な取り付け手順については、第 2 章「スイッチの設置」を

参照してください。製品の概要情報については、第 1 章「製品概要」を参照してください。

簡単な設置の手順は、次のとおりです。

1. 「CLI のアクセス」（P.D-2）

2. 「必要なコンポーネントの準備」（P.D-3）

3. 「スイッチのスタック構成（任意）」（P.D-4）

4. 「コンソール ポートの接続」（P.D-5）

5. 「ターミナル エミュレーション ソフトウェアの起動」（P.D-6）

6. 「電源の接続」（P.D-7）

7. 「初期設定情報の入力」（P.D-7）
D-1
 ハードウェア インストレーション ガイド



 

付録 D      CLI ベースのセットアップ プログラムによるスイッチの設定

CLI のアクセス
CLI のアクセス
未設定のスイッチの場合、Express Setup またはコンソール ポートを経由して CLI にアクセスできま

す。

Express Setup 経由での CLI のアクセス

（注） Express Setup は、Cisco IOS Release 12.1(14)EA1 以降を実行するスイッチでサポートされます。新し

いスイッチを設置する場合、スイッチの背面パネルにある Cisco IOS リリースのラベルでリリース番号

を確認します。

Cisco IOS Release 12.1(14)EA1 よりも前のリリースを実行するスイッチの場合、「必要なコンポーネン

トの準備」（P.D-3）を参照してください。

未設定のスイッチ上で CLI にアクセスするには、スイッチを Express Setup モードにしたあと、スイッ

チのイーサネット ポートを PC またはワークステーションのイーサネット ポートに接続します。ス

イッチを Express Setup モードにするには、『Catalyst 3750 Switch Getting Started Guide』に記載され

た手順に従って、スイッチの電源を投入し、Express Setup を使用できる状態にします。

スイッチが Express Setup モードになった後、Telnet で IP アドレス 10.0.0.1 を使用してスイッチに接

続し、setup ユーザ EXEC コマンドを入力します。次のセクションを参照して、CLI でスイッチを設定

します。

• 「初期設定情報の入力」（P.D-7）

• 「セットアップ プログラムの完了」（P.D-8）

スイッチの設定情報を入力した後、write memory 特権 EXEC コマンドを使用して、フラッシュ メモ

リに設定を保存します。

（注） Express Setup モードでは、write memory コマンドを入力するまで、スイッチ上で IP アドレス 
10.0.0.1 が有効です。write memory コマンドを入力すると、Telnet 接続が切断されます。

CLI 使用の詳細については、このリリースに対応したコマンド リファレンスを参照してください。

コンソール ポート経由での CLI のアクセス

スイッチのコンソール ポートを PC またはワークステーションのシリアル ポートに接続し、Telnet 
セッションを通じてスイッチにアクセスすることにより、設定済みスイッチ、または未設定のスイッチ

上で CLI にアクセスできます。

次の手順に従って、コンソール ポートを通じてスイッチにアクセスします。

• 「必要なコンポーネントの準備」（P.D-3）

• 「コンソール ポートの接続」（P.D-5）

• 「ターミナル エミュレーション ソフトウェアの起動」（P.D-6）

• 「電源の接続」（P.D-7）

• 「初期設定情報の入力」（P.D-7）
D-2
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付録 D      CLI ベースのセットアップ プログラムによるスイッチの設定

必要なコンポーネントの準備
必要なコンポーネントの準備
製品の箱から図 D-1 の品目を取り出します。

図 D-1 Catalyst 3750 スイッチ、アダプタ ケーブル、AC 電源コード、および StackWise ケーブル

（注） DC スイッチ用には、DC 電源端子ブロックを用意します。

スイッチ ポートを他のイーサネット装置に接続するには、カテゴリ 5 以上のストレート ケーブルが必

要です。

CLI で mdix auto インターフェイス コンフィギュレーション コマンドを使用すると、Automatic 
Medium-Dependent Interface crossover（auto-MDIX）機能をイネーブルにすることができます。

auto-MDIX 機能がイネーブルになっている場合、スイッチで銅線イーサネット接続に必要なケーブル 
タイプが検出され、それに応じてインターフェイスが設定されます。したがって、スイッチ上の 
10/100、10/100/1000、または 1000BASE-T の銅線 SFP モジュール ポートには、接続先装置のタイプ

に関係なく、クロス ケーブルとストレート ケーブルのいずれも使用できます。

Cisco IOS Release 12.2(18)SE 以上が作動するスイッチでは、デフォルトで auto-MDIX 機能がイネー

1 Catalyst 3750 スイッチ 3 AC 電源コード

2 RJ-45/DB-9 アダプタ ケーブ

ル

4 StackWise ケーブル（オプション）

Catalyst 3750 SERIES

SYST
RPS
MASTR
STAT
DUPLX
SPEED
STACK

MODE

13X

14X

23X

24X

1X

2X

11X

12X

1 2
3 4

5 6
7 8

9 10
11 12

13 14
15 16

17 18
19 20

21 22
23 24

1

2

3

4
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付録 D      CLI ベースのセットアップ プログラムによるスイッチの設定

スイッチのスタック構成（任意）
ブルに設定されます。Cisco IOS Release 12.1(14)EA1 ～ 12.2(18)SE のリリースでは、auto-MDIX 機
能がデフォルトの設定でディセーブルになります。この機能の設定については、スイッチのソフトウェ

ア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リファレンスを参照してください。

スイッチのスタック構成（任意）
StackWise ケーブルとポートを使用してスイッチを接続することで、最大 9 台のスイッチをスタックで

きます（図 D-2 を参照）。「スタックの計画」（P.2-8）を読んでから、スイッチをスタックしてくださ

い。

図 D-2 スイッチのスタック構成

ステップ 1 StackWise ケーブルの一端をスイッチ背面の StackWise ポートに差し込みます。図 D-3 を参照してく

ださい。

（注） スイッチの相互接続には必ずシスコ認定の StackWise ケーブルを使用してください。

ステップ 2 StackWise ケーブルの窓を使用して、コネクタを正しい位置に合わせます。ネジをしっかり締めて固定

してください。

ステップ 3 ケーブルの反対側を接続先スイッチのコネクタに差し込み、ネジを締めて固定します。

RATING100-200V ~1.6A-0>9A, 50-60 HZ

DC INPUTS FOR REMOTE
POWER SUPPLY

SPECIFIED IN MANUAL+12v    @8.5a

CONSOLE

RATING100-200V ~1.6A-0>9A, 50-60 HZ

DC INPUTS FOR REMOTE
POWER SUPPLY

SPECIFIED IN MANUAL+12v    @8.5a

CONSOLE

RATING100-200V ~1.6A-0>9A, 50-60 HZ

DC INPUTS FOR REMOTE
POWER SUPPLY

SPECIFIED IN MANUAL+12v    @8.5a

CONSOLE
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付録 D      CLI ベースのセットアップ プログラムによるスイッチの設定

コンソール ポートの接続
スタック内のスイッチを接続する際の詳細な設置手順については、「StackWise ポートへの StackWise 
ケーブルの接続」（P.2-30）を参照してください。

図 D-3 StackWise ケーブルの StackWise ポートへの接続

コンソール ポートの接続
コンソール ポートを使用して初期設定を実行できます。PC にスイッチ コンソール ポートを接続する

には、付属の RJ-45/DB-9 アダプタ ケーブルを使用します。

（注） スイッチをスタックしている場合は、スタック内の 1 つのスイッチのコンソール ポートに接続します。

スタック全体の初期設定は、スタック内の任意のスイッチで実行できます。

スイッチに PC または端末を接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 付属の RJ-45/DB-9 アダプタ ケーブルを使用して、RJ-45 コネクタをスイッチの背面のコンソール 
ポートに差し込みます（図 D-4 を参照）。

ステップ 2 アダプタ ケーブルの DB-9 メス DTE を PC のシリアル ポートに接続するか、該当するアダプタを端末

に接続します。

CONSOLE

STACK 1
STACK 2
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付録 D      CLI ベースのセットアップ プログラムによるスイッチの設定

ターミナル エミュレーション ソフトウェアの起動
図 D-4 スイッチの PC への接続

ターミナル エミュレーション ソフトウェアの起動
スイッチの電源を入れる前に、ターミナル エミュレーション セッションを起動して、Power-on 
Self-Test（POST; 電源投入時自己診断テスト）からの出力が表示されるようにします。

端末エミュレーション ソフトウェア（その多くは、ハイパーターミナルや Procomm Plus などの PC ア
プリケーション）によって、スイッチと PC または端末間の通信が可能になります。

ステップ 1 PC または端末を使用している場合、端末エミュレーション プログラムを起動します。

ステップ 2 ターミナル エミュレーション セッションを開始します。

ステップ 3 PC または端末のボー レートおよびキャラクタ フォーマットを、以下に示すコンソール ポートのデ

フォルト特性に合わせて設定します。

• 9600 ボー

• 8 データ ビット

• 1 ストップ ビット

• パリティなし

• なし（フロー制御）

1 Catalyst 3750 スイッチ 3 RJ-45/DB-9 アダプタ ケーブル

2 電源コード

RATING100-200V ~1.6A-0>9A, 50-60 HZ
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付録 D      CLI ベースのセットアップ プログラムによるスイッチの設定

電源の接続
電源の接続
電源を接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 付属の AC 電源コードの一端をスイッチの背面パネルにある AC 電源コネクタに接続します。図 D-4 
を参照してください。

ステップ 2 電源コードのもう一方の端をアース付きの AC 電源コンセントに接続します。

ステップ 3 （任意）スタックがある場合、スタック内のすべてのスイッチの電源を入れます。

（注） スイッチをスタックした場合、詳細については「電源に関する注意事項」（P.2-8）を参照して

ください。

（注） スイッチをシスコ製 Redundant Power System（RPS; 冗長電源システム）に接続している場合は、RPS 
に付属のマニュアルを参照してください。

スイッチに電源を投入すると、スイッチは POST を開始します。POST は自動的に実行される一連のテ

ストで、スイッチが正常に機能していることを確認します。POST は約 1 分で終了します。

スイッチが POST を開始すると、System、RPS、Master、Status、Duplex、Speed、および Stack の 
LED がグリーンに点灯します。Power over Ethernet（PoE）スイッチの場合、POST の開始時に PoE 
LED もグリーンに点灯します）。システム LED はグリーンに点滅し、その他の LED はグリーンに点灯

したままです。

POST が正常に終了すると、システム LED がグリーンに点灯したままになります。RPS LED はしばら

くの間グリーンに点灯したままになり、その後動作状態に戻ります。他の LED は消灯し、動作状態に

戻ります。

（注） POST エラーは通常、修復不能です。スイッチが POST に成功しない場合、購入された代理店にお問い

合わせください。

スタック内のすべてのスイッチに電源を入れると、いずれかのスイッチがスタック マスターとして選

択されます。スタック マスター スイッチのマスター LED はグリーンになります。

スイッチの電源を入れる前に端末エミュレーション プログラムを起動すると、PC または端末にはブー

トローダ シーケンスが表示されます。セットアップ プログラムのプロンプトを表示するには、Enter 
キーを押す必要があります。

初期設定情報の入力 
スイッチを設定するには、セットアップ プログラムを完了する必要があります。このプログラムは、

スイッチの電源が入ると自動的に実行されます。スイッチがローカル ルータやインターネットと通信

するのに必要な IP アドレスやその他の設定情報を割り当てる必要があります。この情報は、Network 
Assistant を使用してスイッチを設定および管理する場合にも必要です。
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初期設定情報の入力
IP 設定

セットアップ プログラムを完了するには、ネットワーク管理者から次の情報を入手しておく必要があ

ります。

• スイッチの IP アドレス

• サブネット マスク（IP ネットマスク）

• デフォルト ゲートウェイ（ルータ）

• イネーブル シークレット パスワード

• イネーブル パスワード

• Telnet パスワード

セットアップ プログラムの完了

（注） スイッチをスタックしていて、スタック内の各スイッチに複数のコンソールが接続してある場合は、最

初に Enter を押したコンソールに初期設定ダイアログが表示されます。

セットアップ プログラムを完了し、スイッチの初期設定を作成する手順は次のとおりです。

ステップ 1 次の 2 つのプロンプトで Yes を入力します。

Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]: yes

At any point you may enter a question mark '?' for help.
Use ctrl-c to abort configuration dialog at any prompt.
Default settings are in square brackets '[]'.

Basic management setup configures only enough connectivity
for management of the system, extended setup will ask you
to configure each interface on the system.

Would you like to enter basic management setup? [yes/no]: yes

ステップ 2 スイッチのホスト名を入力し、Return を押します。

ホスト名は、コマンド スイッチでは 28 文字以内、メンバ スイッチでは 31 文字以内に制限されていま

す。どのスイッチのホスト名でも、最後の文字には -n（n は数字）を使用しないでください。

Enter host name [Switch]: host_name

ステップ 3 イネーブル シークレット パスワードを入力し、Return を押します。

このパスワードは 1 ～ 25 文字の英数字で指定できます。先頭の文字を数字にしてもかまいません。大

文字と小文字が区別されます。スペースも使えますが、先頭のスペースは無視されます。シークレット 
パスワードは暗号化されますが、イネーブル パスワードはプレーン テキストです。

Enter enable secret: secret_password

ステップ 4 イネーブル パスワードを入力し、Return を押します。

Enter enable password: enable_password
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初期設定情報の入力
ステップ 5 仮想端末（Telnet）パスワードを入力し、Return を押します。

このパスワードは 1 ～ 25 文字の英数字で指定できます。大文字と小文字が区別されます。スペースも

使えますが、先頭のスペースは無視されます。

Enter virtual terminal password: terminal-password

ステップ 6 （任意）プロンプトに従って、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を設定します。後から、

CLI、デバイス マネージャ、または Network Assistant アプリケーションを使用して SNMP を設定す

ることもできます。SNMP をあとで設定する場合は、no を入力します。

Configure SNMP Network Management? [no]: no

ステップ 7 管理ネットワークに接続するインターフェイスのインターフェイス名（物理的なインターフェイスまた

は VLAN（仮想 LAN）の名前）を入力して、Return を押します。このリリースでは、インターフェ

イス名には必ず vlan1 を使用してください。

Enter interface name used to connect to the
management network from the above interface summary: vlan1

ステップ 8 インターフェイスを設定するために、スイッチの IP アドレスとサブネット マスクを入力し、Return を
押します。下に示す IP アドレスとサブネット マスクは一例です。

Configuring interface vlan1:
Configure IP on this interface? [yes]: yes 
IP address for this interface: 10.4.120.106
Subnet mask for this interface [255.0.0.0]: 255.0.0.0

ステップ 9 Y を入力して、スイッチをクラスタ コマンド スイッチとして設定します。N を入力すると、メンバ ス
イッチまたはスタンドアロン スイッチとして設定されます。

N を入力した場合は、Network Assistant GUI に候補スイッチとして表示されます。後から、CLI、デ

バイス マネージャ、または Network Assistant アプリケーションを使用して、スイッチをコマンド ス
イッチとして設定することもできます。後で設定する場合は、no と入力します。

Would you like to enable as a cluster command switch? [yes/no]: no

以上でスイッチの初期設定が完了しました。スイッチに初期設定が表示されます。以下に出力例を示し

ます。

The following configuration command script was created:
hostname switch1
enable secret 5 $1$Ulq8$DlA/OiaEbl90WcBPd9cOn1
enable password enable_password
line vty 0 15
password terminal-password
no snmp-server
!
no ip routing

!
interface Vlan1
no shutdown
ip address 10.4.120.106 255.0.0.0
!
interface FastEthernet1/0/1
!
interface FastEthernet1/0/2

interface FastEthernet1/0/3
!
...<output abbreviated>
!
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初期設定情報の入力
interface GigabitEthernet2/0/28
!
end

ステップ 10 次の選択肢が表示されます。

[0] Go to the IOS command prompt without saving this config.

[1] Return back to the setup without saving this config.

[2] Save this configuration to nvram and exit.

コンフィギュレーションを保存して、次回スイッチを再起動するときに使用したい場合はオプション 2 
を選択し、不揮発性 RAM（NVRAM）に保存します。

Enter your selection [2]:2

いずれかを選択して Return を押します。

セットアップ プログラムが完了すると、スイッチは作成されたデフォルト設定を実行できます。次の

いずれかのツールを使用すれば、この設定の変更や他の管理タスクを実行できます。

• コマンドライン インターフェイス（CLI）

• Network Assistant（1 つまたは複数のスイッチの場合）

CLI を使用するには、ターミナル プログラムを使用してコンソール ポートから、または Telnet を使用

してネットワークから、Switch> プロンプトにコマンドを入力します。設定情報については、スイッチ

のソフトウェア コンフィギュレーション ガイドまたはスイッチのコマンド リファレンスを参照してく

ださい。

Network Assistant を使用する場合は、Cisco.com で『Getting Started with Cisco Network Assistant』を

参照してください。
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